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藤
史
の
必
然
的
な
進
行
の
姿
熊
は
時
間
的
湖
流
の
中
に
明
示
せ
ら
れ
る
が
、
現
實
に
於
け
る
其
の
動
的
姿
態
は
往
々
に
.し
て
捕
捉
し 

難i

も
の
で
あ
る
。
現
實
は
不
斷
に
幾
多
の
變
化
を
生
起
し
つ
、
藤
史
の
新
軸
道
を
敷
設
し
て
居
る
に
も
拘
ら
す
'
社
會
的
譲
力
が
動

‘

的
均
衡
の
狀
態
に
あ
る
場
合
に
は
、其
の
動
向
は
吾
人
の
腦
裏
に
反
映
し
難
い
。
俳
し
乍
ら
現
實
の
社
會
的
睹
力
の
動
的
海
衡
が
破
れ
、

社
會
的g

搖
が
招
來
さ
れ
る
に
到
.る
や
、
置
の
動
的
姿
態
は
現
W
の
ま
面
に
浮
び
上
り
洞
察
し
f

も
.の
‘と
な
る
。
其
故
に
此
會
の 

i

轉
後
期
に於

.，S

て
將
來iM

會
.へ
の
方
向
を
指
示
す
る
8

〈

輩
出
す
1̂る

4

然
で
あ
る
？
社
會
的
動
搖
は
新
事
繁
霞
す
る 

に
到
る
'が
、
新
事
態
生
成
の
耍
因
は
過
去
に
於
い
て
言
成
さ
れ
て
居
た
も
の
で
.
つ̂
て
、
，只
社
會
的§

搖
に
依
.つ
て
潜
在
的
に
生
長
し 

來
た
變
化
の
方
向
が
露
呈
さ
れ
炎
定
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
-レ
0

,

戰
爭
は
正
に
此
の
露
呈
の
役
割
を
浪
す
る
も
の
で
き
て

，

滿
洲
事
變
及 

び
今
囘
.の
日
ま
事
變
.は
我
が
國
の
動
向
を
確
然
と
提
示
し
、
又
し
つ
.A,あ
る
と
考
へ
ら
；̂
る
。
然
ら
ぱ
戰
爭
て
依
つ
て
明
確
に
さ
れ
た

.

在
來
の
變
化
の
方
向
は
如J

I ：

で
，あ
つ
，た
か
。
.現
時
世
界
經
濟
の
主
潮
流
た
る
プ
ロ
ッ
ク
政
策
は一

九
ニ
九
年
の
世
界
恐
慌
の
救
治
政
策 

:AJ.

し
て
直
接
的
に
者
案
さ
れ
た
も
の
で
t

が
、
.其
の
.淵
源
を
正
確k

傑
求
す
れ
ば
第一

次
世
界
大
戦
に
求
め
ら
れ
、
更
に
そ
れ
を
惹 

起
せ
し
め
た
獨
占
資
本
主
義
經
濟
に
歸
せ
ら
れ
る
◊
經
爽
的
自
由
主
義
の
^
分
的
崩
壊
に
依
？

招
來
さ

れ

た

低
界
大

戦

は

交

戰

國

並
 

.

.
‘新
,
匪
S

理
論
の
I

 

.
‘ 

.

.

.  

' 

.

，五
六
.五

，'.a

九
2
D

か



'新
來
匪
指
s

論
の
置
. 

五

六

六

.
(
一

九
0
3)

ル
に
爾
余
の
諸
國
に
政
资
的
雜
濟
的
激
變
を
生
鶴
し
て
終
意
し
た
0

獨
逸
、
填
太
利
、
土
.
耳
古
、
露
西
.！̂
等
の
政
歡
的
變
革
並
び
に
此 

れ
に
照
應
す
る
經
濟
的
勢
力
の
變
化
，
植
民
地
及
び
半
植
民
地
：の
工
業
的
成
熟
と
交
戰
國
以
來
の
後
進H

業
國
の
發
展
、
交
.戰
國
に
於 

け
る
獨
ぉ
資
本
主
義
の
强
化
持
に
米
國
及
び
日
本
に
於
け
る
經
濟
の
飛
躍
的
發
展
等
は
實
に
顯
著
な
變
化
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
の
で 

在
的
そ
盾
を
營
々
翁
々
激
成
せ
し
め
る
と
と
と
.

な
っ
，た
。
斯
の
如
き
戰
爭
に
依
る
國
際
經
濟
事
情
の
變
化
は
世
界
經
濟
に
於
け
る
鬪
爭 

を
博
び
新
な
る
も
の
と
し
て
列
强
經
濟
の
重
大
課
題
と
成
っ
た
の
で
あ
る
。
戰
時
的
必
要
の
爲
に
極
度
に
擴
大
集
中
を
行
っ
た
軍
需
産 

.

業
は
#
.
'
^

終
焉
.

に
依
る
の
み
な
ら
す
、
軍
縮
風
潮
の
發
生
に
拍
さ
ル
て
一
層
强
廣
に
縮
小
韓
換
を
强
制
さ
れ
た
。
其
の
綠
巢
と
し
て 

多
數
の
失
業
勞
働
者
の
出
现
、
中
產
階
級
の
沒
落
、
生
産
消
費
，の
不
特
衡
等
の
社
會
經
濟
問
題
が
深
刻
に
提
出
さ
れ
、
經
濟
W

建
の
方 

途
に
各
國
を
馳
セ
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
外
國
に
對
す
る
自
國
產
業
生
産
力
の
擁
護
は
、I

‘
方
に
於

5

て
は
自
國
關
桃
障
壁
に
狀
ウ
て
、 

他
方
に
於
い
て
は
他
職
關
税
障
壁
を
乘
越
ぇ
る
對
外
グ
ン
ビ
ン
グ
の
，方
法
に
依
つ
てI

f
:

は
れ
た
。
此
の
事
は
自
國
生
産
力
を
5

發
展 

せ
し
め
る
.
緒
娘
を
招
き
、
藤
税
障
壁
と
グ
ン
ビ
ン
グ
と
生
産
力
の
發
展
は
三
ゥ
巴
と
な
っ
て
爆
發
點
到
達
慕
進
せ
ざ
る
を
得
な
か
0

 

た。斯
の
如
生

f

消
費
の
不
均
衡
の
暴
は
愈
ぶ
深
刻
な
結
f

f

し
"
.
資
本
主
義
社
會
の
必
然
的
破
局
に
加
速
度
的
に
接
近 

を
ざ
る
を
得
な
い
宿
命
に
.
あ

0

た
。
斯
く
し
て
一
九
ニ
九
年
統
育
に
端
を
發
し
た
恐
慌
は
忽
ち
の
中
に
世
界
に
傅
梁
し
、
各
國
共
に
其 

.
の
调
中
に
捲
き
込
ま
れ
て
了
っ
た
の
で
あ
.

る
。
其
の
深
度
と
持
續
性
に
於
い
て
未
曾
有
の
此
の
恐
慌
は
最
氣
循
環
の
自
動
的
機
能
を
喪 

失

し

狀
.塊
に
於
い
て
各l

i
K

し
て
そ
の
對
策
に
奔
命
せ
し
め
、

.

.

經
肩
的
政
治
的
方
法
を
種
々
立
案
實
踐
し
.

た
の
で
あ
る
。
財
政
的 

支
出
に
依
っ
て
人
爲
的
に
購
買
力
誘
愛
の
企
圖
も
効
か
''̂
、
政
治
的
に
植
民
地
愿
領
と
の
經
濟
的
關
係
の
緊
密
化
す
企
圃
す
る
方
法
が 

採
用
さ
れ
た
。
'

即
ち
プ
ロ
ッ
ク
政
策
で
あ
る
が
、
英
國
に
於

5

て
考
案
實
施
さ
れ
各
國
も
之
の
大
勢
に
追
隨
し
て
何
れ
を
プ
ロ
ッ
ク
政 

策
を
採
用
し
始
め
た
の
で
あ
る
.レ
勿
；
現
在
の
プ

"

タ
ク
化
策
は
經
濟
的
目
的
の
み
な
、'簡
防
的
意
義
を
も
充
分
に
加
昧
さ
れ
て

i
.

.

?F

i]

'來

て

居

る

。

..
斯

か

‘る

傾

向

は

世

界

を

一
,

層

明

後

な

激

.烈

な

對

立

蘭

係

に

.置

；

た

。

自

國

め

ま

配

下

に

，廣

大

植

民

地

及

'ル

半

植

民

也

'を 

.
有

す

る

國

家

は

、

プ

>

 
.
ッ

.グ

政

策

を

探

用

す

る

事

に

依

っ

て

.き

國

經

濟

.擁

護

の

消

極

的

利

己

的

防

禦

を

行

ひ

V

未

開

發

資

源

を

排

他

的
 

に

死

蔵

し

た

。

此

の

「

持

て

.る

國

」

が

先

づ

採

用

し

た

プ

ロ

ッ

ク

政

策

は

獨

逸

、

伊

太

利

、
：日

本

の

如

ぎ

所

謂

「

持

た

ざ

る

國

」

に

と

•つ

て 

其

の

死

活

に

關

す

る

重

大

な

事

態

で

あ

り

、

.
國

內

I

般

産

業

の

發

展

の

爲

の

眞

劍

な

耍

ま

を

激

發

せ

し

め

た

。

元

來

プ

H

ッ

ク

政

策

は
 

「

持

て

る

國

J

の

利

S

的

自

衞

乎

.段

と

し

て

案

出

さ

れ

た

も

の

.で

あ

る

か

ら

、

資

源

、

販

路

を

も

た

な

5

側

に

於

い

て

は

、

此

極

許

容

し
 

得

.ざ

る

m

策

は

な

S

と

云

0

て

ょ

レ

？

其

故

.に

.必

然

的

に

招

來

さ

れ

る

國

際

經

博

情

勢

の

緊

迫

化

に

傭

へ

る

爲

か

ら

、

國

内

の

戰

時

經
 

濟

體

制

整

聯

の

耍

求

が

喚

起

.さ

れ

て

來

る

。

.軍

傭

の

赚

充

は

r

持

て

國

J

の

プ

n
.

ッ

ク

政

策

に

依

3̂
「

持

た

ざ

る

國

」

の

經

濟

的

活

動
 

，の

狭

小

化

の

排

除

、

活

動

領

域

獲

得

へ

の

强

烈

な

要

求

を

貫

徹

す

る

.上

か

ら

も

「

持

た

あ

5

國

し

の

側

に

於

い

'て

行

は

れ

*
*
之

れ

を

反

賊
 

し

た

國

際

情

勢

は

戰

爭

發

火

點

下

の

狀

德

を

現

出

す

る

に

至

っ

た

0
..
.

蓋

し

r

持

て

る

國

」

の
.土

地

割

壊

め

如

き

平

和

的

變

更

の

提

案

が

探
 

擇

せ

ら

れ

な

い

以

上

、

武

カ

的

分

割

に

解

決

を

委

ね

る

以

外

に

遂

は

な

く

，

此

の

武

カ

的

鬪

爭

の

必

然

が

相

1̂
3:|的

に

プ

口

ッ

ク

政

策

を
 

加

速

度

的

に

戰

爭

に

ま

で

强

化

し

續

け

た

の

で

あ

っ

た

。

斯

く

觀

じ

來

れ

ぱ

>.

0

ま

間

に

繼

續

さ

れ

て

居

る

支

那

事

變

も

又

歐

測

動

亂
 

も

容

為

に

其

の

眞

因

を

認

識

し

得

る

で

あ

ら

ぅ

。

今

や

世

界

の

東

西

に

於

.，̂

て

在

來

.の

資

本

主

義

の

內

在

的

|̂̂

盾

は

表

面

化

せ

ら

れ

、 

奮

隙

制

に

：換

る

べ

き

新

秩

序

を

樹

立

す

る

悲

慘

な

鬪

爭

が

行

は

れ

て

居

る

。
，而

レ

て

藤

史

の

動

的

形

態

が

如

何

に

あ

る

か

、

又

將

來

如

'  

何

に

進

行

す

る

か

を

現

實

は

吾

人

の

服

前

に

展

開

し

て

居

リ

r

新

し

き

理

令

^
が

聲

高

く

叫

ば

れ

て

-

社

含

の

行

手

を

指

示

す

る

如

く

に
 

.見

え

る

0
.
東

亜

に

於

け

る

新

理

念

も

正

に

此

の

重

任

を

食

っ

て

登

壇

し

て

.來

た

の

で

あ

る

が

、.
其

れ

は

現

に

生

長

過

程

に

在

る

も

の

で
 

あ

り

"

近

き

將

來

に

於

レ

て

更

に

發

展

じ

完

成

を

期

せ

ら

れ

る

も

の

‘で

あ

る

0

其

故

に

策

.亜

の

新

理

念

の

檢

討

に

先

行

し

て

‘I

應

從

來
 

の

理

論

と

其

の

發

展

の

足

跡

を

追

求

す

る

要

が

あ

る

。

，
；

：

：

.•.

新

束

亜

指

導

理

論

の

貧

見

：，
 

五

六

七
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就
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|指
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现

綺

の

數

見

 

a

九
0
六)

.第

.
1

次
世
界
大
戦
後
國
際
經
濟
を
支
配
し
'た
經
濟
的
國
粹
主
義
と
.經
濟
ま
.プ

J
I

ッ
ク
主
義
は
滿
洲
事
變
を
樊
機
と
し
.ズ
我
が
國
に
日 

滿
ズ
.ロ
ッ
ク
論
を
摄
頭
せ
し
め
た
。
此
の
日
滿
ズ:

ド
ッ
ク
論
は
當
時
影
押
と
し
て
鶴
っ
た
生
命
線
確
保
の
思
潮
か
ら
發
股
し
た
當
然
の 

.歸
結
で
は
あ
っ
お
が
、
.我
が
阔
‘：̂
命̂
線
確
保
の
板
底
を
何
に
求
.め
.る
か
は
論
者
に
依
って

|
2
|
>

と
し
て
居
た
。
或
る
者
は
我
が
國
生
産 

品
の
贩
路
地
と
し
て
滿P

を
老"V

へ
、
或
は
國
防
的
意
義
を
附
加
し
た
準
戰
時
經
濟
體
制
と
し
て
日
滿
プ
口
ッ
ク
^

認̂
識
し
た
。
滿
洲
事 

變
が
經
濟
的
.動
機
.の
.み
で
な
く
*
：:誤
れ
る
支
那
.民
族
主
義
へ
の
正
當
な
反
擊
ヤ
あ
ゎ
、1S

{に
國
防
的
動
機
を
も
っ
て
居
た
事
は
明
ら
か 

で
あ
る
が
、，
其
の
緒
果
に
於
い
て
：̂
世
界
を
襲
擊
じ
た
未
會
有
の
恐
慌
に
.對
す
る
克
服
策
的
意
義
を
も
っ
に
至
っ
た
。
昭
和
A
年
發
表 

の
滿
洲
經
濟
建
綱
要
に
表
明
さ
れ
て
居
‘る
日
滿
相
互
扶
助
主
義
を
以
て
日
滿
プ
ッ
ク
を
考
へ
た
.に
し
て
も
，
日
滿
經
祸
プ
ロ
ッ
ク 

を
要
求
せ
し
め
た
原
因
に
對す

， .

る
充
分
な
解
決
と
は
な
り
得
な
プ

U

ッ
ク
跪
策
そ
の
も
の
は
我
が
國
を
直
接
的
な
對
傘
と
す
る
も 

の
で
は
な
か
っ
た
.に
せ
ょ
、
日
本
.緋
擊
.
對
日
經
濟
封
鎖
と
同
様
な
結
果
を
招
來
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
日

.

滿
雨
幽
經
済
速
紫
の
最
高 

目
標
を
自
給
.自
足
性
の
確
立
に
置
い
て
糊
互
扶
助
を
意
圖
さ
れ
た
も
の
で
.あ
り
、
又
：̂
の
線
に
沿
っ
て
實
踐
さ
.れ
て
來
た
の
で
あ
る
。 

プ
ロ
ッ
"
ク
輕
濟
の
理
想
的
本
質
.
#プ
ロ
ッ
ク
領
域
內
に
於
け
.る
自
給
自
足
の
確
立
に
あ
る
か
否
か
を
間
は
す
、
規
實
の
日
滿
兩
國
經
濟 

を
究
明
す
る
，時
は
.、
.直
ち
に
量
的
に
も
質
的
に
も
其
の
ア
ウ
タ
ル
ギ
ー
を
樹
立
し
得
な
レ
事
を
知
る
。
當
時
の
現
狀
を
以
て
す
れ
ば
、
 

領
域
內
に
於
け
る
全I

T

要
を
到
底
充
足
し
得
な5

も
の
で
あ
っ
た
0

鼓
.に
.多

數

日

滿

經

濟

プ&

ッ
ク
論
は
自
給
自
足
の
點
に
於
い
て 

さ
へ
必
然
的
に
日
滿
支
經
清
グ
せ
ッ
ク
論
へ
：と
發
展
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
蓮
命
に
あ
‘っ
た
。
蹈
和
十
年
頃
ょ
.り
其
の
、

H-1

張
の
輩
出
を
見 

た
が
：•
，何
れ
も
質
的
、
量
的
に
於
け
る
自
給
自
足
性
へ
の
擴
充
の
意
味
に
；於
け
る
日
滿
經
濟
プj

t

ッ
ク
論
の
擴
大
に
過
ぎ
な
；

S
。

日
滿 

雨
國
雜
濟
と
支
弾
經
濟
の
直
接
的
.結
合
耍
因
に
，就
い
て
は
日
滿
支
の
三
角
貿
易
開
係
の
存
在
、
，'或
は
三
國
經
濟
發
達
の
段
階
的
掘
異
を 

以
て
其
の
結
合
の
必
然
性
可
能
性
を
說
明
し
て
居
る
。
更
に
事
變
發
生
後
に
於
け
る
斯
論
は
、
從
來
の
希
望
的
主
張
に
反
し
て

三

國

間

に
'於
：

b

る
可
及
的
自
給
自
足
の
必
要
と
膨
界
と
を
强
調
し
て
來
.て
居
る
。

以
上
の
諧
論
は
御
れ
も
其
の
主
張
の一

に
領
域
内
に
於
け
る
自
給
自
足
性
の
確
立
を
含
有
せ
し
か
て
居
る
が
、
然
し
プa

ダ

ク
經
濟 

の
理
想
的
本
質
が
自
給
自
足
に
あ
.る
と
者
へ
.る
事
は
.非
现
寶
的
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。
國
民
經
濟
の
现
狀
に
於
い
て
は
、
生 

產
規
模
の
擴
大
發
展
交
通
機
關
の
推
步
に
依
っV

其
の
需
要
は
極
め
‘て多
®
!

多
樣
な
複
雜
な
も
.の
'と
成
っ
て
居
る
。
斯
の
如
き
事
態 

は
封
建
時
代
の
如
き
自
給
自
足
を
不
可
能
と
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
，現
在
の
需
要
供
給
を
變
革
修
正
し
な
い
限
り
、
ま
絵
自
足
の
完 

全
を
期
す
る
に
は
世
界
全
體
をr

プ
ド
ッ
ク
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な.

S

事
と
な
る
。
然
し
乍
ら
現
在
の
プ
ロ
ッ
ク
政
策
の
一
意
欲
は
世 

提
躺
一
と
，冗
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
故
に
プ
ロ
ッ
ク
雜
濟
の
.自
給
自
足
性
は
策
-一
に
.自
然
的
：

§

件
並
び
に
政
治
的
歷
史
的
條
件 

に
依
っ
て
制
約
さ
れ
る
事
に
な
る
。
大
英
帝
敏
ズ
ロ
ッ
ク
は
資
源
に
於
て
最
も
豐
富
に
惠
れ
て
居
な
が
ら
’' 
而
も
猶
-完
全
な
も
の
と 

ほ
云
へ
な
い
。
假
令
完
全
に
資
源
が
獲
得
さ
れ
得
た
と
し
て
も
、
現
在
の
槍
大
せ
る
生
産
力
は
プ
、a

ッ
ク
內
消
化
量
以
上
を
産
出
し
過 

剩
品
處
分
の
間
題
を
惹
起
.せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
再
ぴ
.プ
ロ
，ッ
ク
經
濟
を
發
生
せ
.し
め
た
生
産
消
費
の
不
均
衡
に
依
る
障
害 

に
逢
着
す
る
。
.需
耍
供
絵
の
均
衡
狀
態
が
保
た
れ
た
意
味
に
於
け
る
自
給
自
足
，は
望
み
得
な
.レ
事
に
な
る
。
其
故
に
プ
ロ

ッ
ク
經
濟
は 

封
鎖
經
濟
.に
徹
す
る
事
は
出
來
す
、
世
界
經
濟
の1

'

環
と
し
て
の
み
存
在
し
得
る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ッ
ク
輕
濟
が
自
國
雜
濟
擁
護
の
建 

前
か
ら
主
要
資
源
並
，び
に
生
産
販
賣
の
確
保
に
努
力
し
'っ
-
あ̂
.る
點
.に
於
レ
て
排
他
的
で
あ
る
が
、： N

に
徹
底
し
て
孤
立
的
籠
城
的
雜 

濟
を
行
ひ
得
す
、
譜
國
叉
は
他
プ
ロ
ッ
ク
と
の
關
係
が
持
績
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
が
其
め
現
狀
で
あ
る
。
翻
っ
て
上
述
の
如
き
滿
洲
事 

變
後
に
簿
出
し
.た
日
滿
經
濟
プ.5:̂

ッ
ク
論
並
び
に
日
滿
支
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
論
は
常
に
自
給
自
足
の
確
立
、
生
産
消
費
の
均
衡
を
目
德
と
. 

し
て2

5

る
•馳
に
於
い
て
非
現
實
的
な
、
憾
み
な
し
と
.し
な5

。
'

.而
し
て
そ
れ
は
日
滿
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
乃
至
日
滿
支
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
の
形
.

成
が
諸
般
の
經
濟
問
題
を
会
く
解
決
せ
し
め
る
加
き
觀
を
與
へ
る
赚
ひ
が
存
在
す
る
。
支
那
事
變
勃
發
後
に
.
見
ら
れ
る
斯
論
に
は
國
防
‘

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
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.英

帝

瞬
プ
.
Wタ
ク

の

如

'
^
、

本

國

と植
民
地
，
嵐
領
と

の

間

に
.
先

，進
資

本

i

國

え

後

進

資

本
主
參

阔

と

◎

間

に

行

は

れ

た

も

の

で
 

あ

っ
.
.て
-

只
斑
に
從

來

の
.關
係
をr

層
緊
密
强
北
し
た
も
の
に
.過
ぢ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
支
配
、
從
嵐
の
開
係
を
も
っ
植
民
地
的
 

關
係
は
、
深
刻
な
政
治
經
濟
問
題
を
內
蔵
し
て
，居
る
。脑
民
地
及
.び
サ
植
民
'地
は
其
の
社
會
經
濟
的
成
熟
に
伴
っ
て
，政
治
蓮
動
を
生

じ

， 

自
治
制

獲
得
運
動
か
ら
獨
立
耍
求
蓮
動
に
ざ
展

開

し

，之
れ
を
抑
制
せ
ん
と
•す
る
本
國
と
、必
然
的
に
政
治
的
葛
藤
を
開
始
す
る
に
至
る
。 

此

.わ

政
治
的
蓮
動
は
常

に

植
民
地
及
び
半

植
民
地
民
族
生
義
に
依
っ
て
支
持
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
植
民
地
、
又
は
半

植
民
地 

的
關
係
の
解
消
>.即
ち
本
國
文
は
免
進
.國
へ
の
.

®
治
雜
濟
的
織
鳳
關
係
の
打
破
が
主
張
さ
れ
る
の
.で
あ
る
/
斯
樣
な
事
態
は
旣
に
生
起 

さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
旣
成
の
經
濟
プ
ダ
ク
は
此
等
の
關
係
を
修
正
緩
和
す
る
の
で
は
な
く
♦
反
ク
て
逆
に
强
化
し
.た
も
の 

で
あ
る
が
故
に
此
.の
內
在
的
缺
陷
は
其
の
爆
發
を
將
來
に
約
し
て
居
る
も
の
と
云
へ
：る
。
斯
く
見
れ
ば
、
日
滿
支
三
國
間
に
於
い
て
設 

究
さ
れ
.る
べ
き
經
濟
劇
係
は
在
來
の
プ1:̂

ッ
ク
經
濟
を
採
用
し
得
す
、
.之
れ
に
換
る
べ
き
新
秩
序
體
制
の
要
請
が
見
ら
れ
た
の
も 

詢
に
當
然
の
事
で
あ
る
0
斯
く
し
て
東
亜
の
新
秩
序
體
制
に
：對
す
る
指
導
理
念
の
欲
求
蓮
動
が
獲
頭
し
、
' 日
滿
支
三
國
の
政
治
的
、
社 

會
的
諾
條
件
の
融
合
を
.基
準
と
し
た
日
滿
支
プ
ロ
ッ
ク
の
合
理
的
結
成
.を
主
張
す
る1

連
の
束
亜
指
導
理
論
の
生
長
を
見
た
の
で
あ 

る
。
東
‘亞
の
新
指
導
理
論
.も
區
々
と
し
て
合1

し
た
も
の
は
な
く
、
巫
に
生
長
の
過
描
に
あ
り
、
將
來
發
展
し
完
成
を
見
る
べ
き
も
の 

で
あ
る
。 

\

 

;

支
那
事
變
の
處
理
方
針
と
し
て
、
東
亜
新
秩
序
の
建
設I

其
の
目
標
を
置
く
事
は
旣
に
政
府
に
於5

て
確
定
し
、
國
民
的
與
論
も
之 

れ
を
支
持
し
て
居
る
も
の
，で
あ
る
が
、
其
の
體
制
‘そ
の
も
の
に
就5

-

て
はr

日
滿
支
三
國
ポ
携
へ
、
.政
治
、’
經
’濟
、文
化
等
各
般
に
百
！り 

M

肋
速
環
.の
關
係
を
樹
立
ず
'る
を
.以
て
根
幹
と
し
、
東
亜
に
於
け
る
闕
隙
正
義
の
確
立
' 

共
同
防
共
の
達
成
、
新
文
化
の
創
遗
，
經
演 

結
合
の
廣
现
を
期
す
る
に
あ
り」

と
.云
ひT

日
滿
支
三
國
は
東
亜
新
秩
序
の
建
設
を
共
同
の
目
的
と
し
て
結
合
し
、
稍
互
に
善
隣
友
好
、
 

ゾ
新
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亜
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理
論
の
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.

.

. 

• 

、

的
意
義
が
多
分
に
附
加
さ
れ
た
も
の
と
は1

K

へ
、
未
だ
獨
善
的
退
嬰
的
散
性
格
を
も
っ
て
居
る
。
そ
と
で
斯
論
の
此
の
缺
陷
を
補
っ
て 

積
極
的
な
意
義
を
も
っ
.た
理
論
の
摄
頭
を
見
た
。
即
ち
自
給
自
足
體
韻
を
最
高
目
標
と
し
た
日
滿
支
經
濟
プI

!

ッ
ク
體
制
を
排
擊
し
、 

プ
ッ
ク
全
體
の
，給
合
的
求
償
力
を
以
て
世
界
經
濟
場
裡
.に
參
劍
す
る
と
云
ふ
積
極
的
見
解
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
高
橋
龜
吉
氏
の「

東
亞 

經
濟
プ
せ
ッ
クi

f
j

 

:

の
如
き
も
の
は
*
此
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
で
、
氏
に
依
れ
ば
、
完
全
な
自
給
自
足
經
濟
樹
立
が
プ
ッ
ク
經 

濟
け
目
的
で
は
な
く
、
.又
斯
樣
な
目
的
の
プ
ッ
ク
は
退
嬰
的
防
鎮
的
プ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
日
滿
支
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
は「

日
滿
支
プa

’
 

こ 

■
 

.

ッ
ク
全
體
と
し
て
の
政
治
的
經
液
的
發
展
を
最
も
効
嚴
的
な
ら
し
む
る
爲
ス
プ
ロ
>
ク
の
中
軸
た
る
日
本
を
起
點
と
し
て
，
可
及
的
に 

プ
せ
ダ
ク
内
の
自
給
自
足
政
策
を
採
，る
と
共
に
、
プE

1

ッ
ク
内
相
|
^
の̂
經
濟
流
通
を
確
保
し
、
日
滿
支
プ
ロ
ッ
ク
を
一
.體
と
す
る
殺
合 

的
求
償
力
を
利
用
し
て
、
、プ
ロ
.

ッ
ク
全
體
と
’し
て
第
三
國
へ
の
.貿
易
を
最
も
有
効
に
達
成
す
る
し
事
を
目
的
と
す
る
。
此
.の
見
地
に
立 

っ
て
、
日
滿
支
三
國
は
提
携
し
.三
者
間
の
相
刺
を
防
.止
し
、
未
開
發
資
源
の
活
用
に
依
っ
て
第
二
ー
國
依
存
性
を
是
正
し
、
以
て
三
國
發 

展
が
招
來
さ
れ
を
と
す
る
の
で
あ
る
。
.塞
に
高
橋
氏
の所

！！

は
從
來
輩
出
さ
れ
た
此
.め
種
の
論
說
ょ
り
一
步
拔
き
出
た
も
の
で
あ
り
、 

プ

r
i

ッ
ク
經
濟
に
積
極
的
な
見
解
を
與
ぺ
る
事
'
.に
依
っ
て
德
濟
プ
.
ロ
ッ
ク
論
の
合
理
性
に
新
餘
味
を
附
加
し
た
も
.
.の
と
云
へ
ょ
ぅ
。
總 

じ
て
在
來
の
所
論
は
相
冗
.扶
助
或
は
相
互
依
存
を
建
前
と
し
て
經
濟
'的
諸
關
係
に
於
け
'る
耍
求
を
强
調
し
，
滿
支
は
原
料
を
、
我
が
國 

は
資
本
.と
技
術
を
提
供
す
る
事
に
依
っ
.て
三
者9

結
合
可
能
を
說
き
、
或
は
支
那
：の
經
濟
開
發
は
製
品
の
販
路
地
と
し
て
支
部
を
求
め 

る
欺
米
資
本
に
は
到
底
期
待
し
得
す
、
資
脇
を
来
め
て
居
る
日
本
と
提
携
す
る
事
に
依
っ
て
の
み
實
現
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
日
滿
支 

三
國
結
成
の
要
因
を
論
す
る
。
：斯
の
如
き
は
‘現
實
の4

面
的
ぜ
驛
に
過
ぎ
す
、
猶
重
耍
な
問
題
を
看
過
し
て
居
る
。
即
ち
プ
ロ
ッ
ク
構 

成
員
の
植
民
地
的
關
係
、.
民
族
主
義
の
問
題
を
加
何
に
取
扱
ふ
べ
さ
で
あ
る
か
に
對
し
て
解
答
が
與
へ
ら
れ
て
居
ら
な
レ
。

.

旣
成
ズa

 

タ
の
經
濟
原
理
に
就
，，

S

て
見
れ
ば
、
多
く
め
植
民
地
的
®

係
が
認
め
ら
れ
る
。
.
そ
れ
は
プ
ロ
ッ
夕
給
成
に
際
じ
て
、
大
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1
6

)

共
同
防
共
經
濟
提
携
の
貴
を
擧
げ
む
と
す
る
も
の
で
あ
る
，と
說
き
'、「

日
本
は
束
洋
人
と
レ
て
め
自
覺
に
酸
め
た
る
支
那
國
民
と
供
に 

相
携
‘へ
て
眞
に
安
定
せ
：る
束
亜
の
天
地
を
築
か
む
こ
と
を
欲
す
る」

と
間
明
し
て
居
る
が
、
斯
の
如
き
は
其
の
抽
魚
的
大
局
的
輪
廊
を

示
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
か
る
時
機
.に
，於
い
，て
、
現
實
を
胎
盤
と
し
て
出
生
し
た
東S

.

の
新
指
導
理
論
め
理
論
的
構
造
に
對
す
る

.

' 

.

.

.

.

.

'營
見
も
、
其
れ
が
生
長
過
糖
に
あ
る
も
の
丈
に
意
義
な
し
と
し
な5

。
.

. 

.

.

ニ 

-ン 

.

.

.
/
數
領
城
の
政
治
經
濟
的
結
合
體
制
の
形
成
要
素
は
地
.理
的
耍
素
、
經
滸
的
耍
素
、
民
族
的
要
素
、
政
治
的
耍
素
、
植
民
地
的
耍
素
を 

考へ.'

る
事
が
出
來
.る
。
東
亜
の
新
體
制
の
耍
素
に
就
い
て
も
此
の
事
が
云
へ
る
の
で
あ
る
が
、
但
し
植
民
地
的
要
素
の
み
は
斯
論
の
擴 

頭
の
'動
機
か
ら
理
論
の
構
成
要
素
中
に
は
含
ま
れ
'な
い
事
は
明
條
で
あ
る
.。
指
導
理
論
は
其
の
理
論
的
構
成
又
は
其
の
實
際
的
内
容
に 

於
い
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
其
れ
は
以
，上
の
形
成
要
素
に
關
す
.る
見
解
の
相
異
に
求
め
ら
れ
る
。
東
亞
の
新
指
導
理
論
のg

底
は 

支
那
事
變
遂
行
.ゆ
意
欲
を
完
全
にI.

致
し
た
も
.

9

で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
支
那
事
變
な
る
偉
大
な
る
陣
痛
を
經
過
し
て
姿
現
さ
れ
つ 

、
あ
る
新
東
亜
の
秩
序
は
、
東M

諸
民
族
の
本
.源
的
要
求
か
ら
東
亜
の
奮
秩
序
ょ
り
の
解
放
と
繁
榮
を
目
標
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が 

故
に
、
理
論
も
又
此
の
線
に
消
は
ね
ば
れ
ら
な
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
各
要
素
に
一
旦
つ
て
檢
討
し
以
て
束
亜
新
指
導
理
論
の
反

省
を
試
み
て
見
ょ
*̂
と
屈
ふ
•の
で
あ
る
。
. 

‘

.

.

.

. 

• 

.

.

. 

- 

■ 

. 

■

東
亜
の
新
秩
序
に
關
す
る
理
論
に
於
い
て
、
先
づ
第f

に
問
題
と
な
る
の
は
、.
其
れ
が
樹
立
さ
れ
る
べ
き
地
お
に
就
い
て
で
あ
る
。 

地
域
の
重
要
性
、地
域
鍵
圍
に
關
す
る
見
解
は
、東
亜
.
新
跌
序
の
世
界
秩
序
に
於
け
る
地
位
、
或
は
世
界
秩
序
そ
の
ふ
の
に
對
す
る
見
解 

の
相
異
に
依
ク
て
異
り
、暇
仏
て
は
其
の
理
論
察
の
變
貌
を
生
ぜ
し
め
て
居
る
。
政
治
經
释
的
結
合
體
を
形
成
す
る
場
合
に
、政
治
的
、

塞

き

.

譲
を
暮̂
^

^靈

養

優

f

i

b_

_

_

_
 

を
ぇ
！^

:

^

を®
 
ふ̂
^

經
-濟
的
、
社
會
的
.耍
素
が
主
た
る 1

邀
耍
性
を
も
づ
て
居
る
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、
' 地
境
の
^

き
自
然
的
條
件
も
看
過
レ

得
な
ぃ

要
素
で 

あ
ろ
。
何
故
な
ら
ぱ
.地
域
は
當
然
政
海
、
：經
濟
、
社
會
，の
各
要
素
と
分
離
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
.ぺ
、
倚V
ろ
斯
樣
な
要
素
の
綜
合 

的
极
蓝
的
條
件
.で
あ
る
か
，ら
で
あ
る
0
,更
に
結
合
せ
，る
領
域
の
集
中
的
接
壤
的
に
存
在
す
る
か
、
'散
在
的
隔
離
的
に
存
在
す
る
か
は
其 

の
結
合
體
の
政
治
經
濟
的
勢
力
に
多
大
の
關
係
を
有
す
る
。
敷
.領
域
の
政
治
'ぎ
濟
的
結
合
に
於5

て
は
、
，其
の
構
成
貴
を
結
合
せ
し
め 

る
に
足
る
政
治
輕
濟
的
勢
力
が
必
要
で
あ
っ
て
、
集
中
的
接
壤
的
に
各
領
域
が
存
在
す
る
と
き
は
散
在
的
な
場
合
よ
り
結
成
容
易
で
あ 

り
又
自
然
的
な
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
此
の
意
味
か
ら
も
地
域
の
重
要
性
は
考
へ
ら
れ
る
。
地
域
範
圓
は
理
想
的
條
件
と
現
實
の
客
觀
的
條 

件
と
の
照
合
如
何
に
.依
っ
て
決
定
さ
れ
る
ベ
.き
も
の
で
あ
る
"

現
實
と
相
容
れ
な
，い
理
想
は
、
現
段
階
に
於
け
る
现
實
政
策
と
し
て
の 

東
亜
指
導
理
論
と
は
t

得
す
、
常
に
其
れ
は
實
现
の
可
能
性
を
客
觀
的
現
實
的
條
仲
に
依
っ
.て
、
赋
與
さ
れ
‘て
居
る
も
の
で
な
く
て 

は
な
ら
な5

。
.

而
ら
ぱ
地
域
は
何
處
に
規
定
さ
れ
る
、、へ/き
で
あ
る
か
。
.，東
亜
新
跌
序
の
名
の
示
す
如
東
亜
の
地
域
は
何
處
で
あ
る 

か
。
地
理
學
的
意
味
に
於
け
る
ア
ジ
ケ
全
領
域
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
斯
論
の
一：

般
的
見
解
に
依
れ
ば
、
現
在
は
ァ
ジ
ア
全
部 

を
對
象
に
せ
す
、
，日
滿
雨
國
に
支
那
を
加
へ
た
地
域
を
以
て
其
の
根
幹
と
し
て
居
る
.。
'
.論
者
に
依
っ
て
は
更
に
蒙
，疆
を
加
へ
る
も
の
、
. 

支
那
を
北
支
の
み
に
眠
淀
す
る
も
の
、
印
度
支
那
、
麵
甸
、
併
梨
、
.オ
ム
ス
ク
以
贫
の
東
部
西
伯
利
亜
、
西

藏

新

疆

、
.外
蒙
の
衝
圓 

を
包
含
す
る
も
の
、
.或
は
南
洋
方
面
を
加
へ
る
も
の
等
が
あ
る
。
此
等
各
論
の
見
解
は
、
夫
々
政
治
的
’
雜
濟
的(

社
會
的
後
件
に
對 

す
る
.顧
慮
に
於
け
る
相
異
に
基
く
も
の
であ

：； 0
。 

. 

, 

地
域
の
決
定
を
政
治
的
觀
細
よ
り
ず
れ
ば
、
,歐
米
並
び
に
ソ

聯
勢
力
の
雜
屬
下
に
あ
る
瑪
實
の
東
亜
の
解
放
に
其
の
g
標
が
あ
る
以 

上
、
織
愿
下
.す
あ
‘る
地
城
が
包
含
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
斯
の
如
き
歐
来
並
び
に
ゾ
聯
支
配
よ
り
の
脱
却
の
爲
の
客
觀
的
倏
件
は
、
 

現
在
の
段
階
に
於5

て
は
成
熟
し
て
居
ら
す
、
外
見
.的
獨
立
國
た
る
牛
植
.民
地
支
那
と
日
滿
兩
國
と
の
結
合
が
最
も
實
現
可
能
性
あ
り 

，
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と
考
へ
ら
れ
る
の
で
，あ
る

0殊
に
其
の
政
治
性
を
考
へ

.る
と

，
き

日

滿

北

支

(

蒙
疆
を
含
め
て〕

を
最
も
聚
密
な
る
緒
合
の
.中
核
と
し
,

北
支 

t除
ぃ
た
支
那
を
次
位
と
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
歐
米
勢
力
並
び
に
ソ
聯
勢
力
下
の
爾
余
の
謙
屬
地
域
と
の
提
携
は
必
然
的
に
政
治
的
鬪
爭 

を
惹
起
す
る
が
故
に
、i
在
は
日
滿
支
三
國
に
限
定
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
俳
し
近
時
歐
洲
動
亂
に
依
る
和
蘭
本
國
の
解
消
佛
國
阵 

0
^
^
佛
領
⑩
庶
支
那
の
參
加
を
或
る
糖
度
望
み
得
せ
し
め
、.更
に
政
治
總
濟
的
交
涉
に
依
つ
て
蘭
領
印
度
の
援
助
を
期
待
得
せ
し
め 

て
居
る

。. 

.
.

： 

-
.

.

 ̂

. 

\ 

.

.

:

輕
濟
的
觀
點
わ
ら
領
域
內
の
自
給
自
足
を
目
擦
と
す
.る
な
ら
ば
、
，其
の
包
含
さ
.る
べ
き
領
域
は
甚
だ
大
と
な
ら
ね
ぱ
な
ら
な
5

0即 

ち
日
滿
支
.三
國P

み
に
.膨
定
す
れ
ば
、
近
代
國
家
の
董
耍
必
需
資
源
た
る
石
油
、
ゴ
ム
’等
の
供
給
の
缺
除
が
存
在
す
る
。
.更
に
其
の
他 

羊
毛
、
棉
花
の
如
き
原
料
が
不
足
で
あ
る
。
が
現
實
に
於5̂

て
資
源
的
に
完
全
，な
も
の
と
す
る
事
は
前
述
の
如
ぐ
他
勢
力
と
の
鬪
爭
を 

捲
き
起
さ
ね
.ぱ
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
故
に
、
日
滿
支1
ニ
國
に
限
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
o 

論
前
述
の
如
く
印
度
及
び
蘭
印
の
參
加
拨 

助
が
實
现
す
れ
ぱ
余
糧
事
態
を
異
に
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
.資
源
的
に
で
は
な
く
、
商
品
服
路
地
と
し
て
如
何
か
と
の
問
題
に
於 

-

い
て
も
參
加
領
域
の
大
な
る
程
良
レ
の
で
あ
る
が
、
現
實
的
に
は
上
逃
の
範
圍
以
上
は
出
ら
れ
な
，S
.

O
販
路
地
と
し
て
の
滿
支
は
從
來 

の
日
本
商
品
輸
出
狀
熊
か
ら
判
じ
て
、
有
望
で
あ
る
と
云
へ
よ
ぅ
。
以
上
は
政
治
的
、.經
濟
的
め
雨
觀
黙
よ
力
し
た
緒
論
で
あ
る
が
、集
巾 

性
接
壤
性
の
，觀
黯
よ
り
す
れ
ぱ
又
日
滿
支
三
國
が
最
も
自
然
的
な
も
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
0他
め
遠
隔
の
地
嫁
を
包
含
す
る
場
ム：：

は
、
 

其
丈
政
治
的
纏
濟
的
勢
力
が
成
'熟
發
展
し
て
居
ら
ね
ば
た
と
へ
形
成
さ
れ
て
も
結
合
體
全
體
の
力
は
薄
别
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な 

い
で
併
し
栽
に
注
意
す
べ
き
事
は
地
域
の
接
壤
を
重
視
す
る
事
t
依
っ
て
侵
さ
れ
基
レ
誤
見
で
あ
る
。
地
域
の
接
壤
の
み
を
重
視
す
れ 

ば
‘，滿
支
許
り
な
く

.
沿
海
南
洋
の
如
き
も
之
の
條
件
に
適
合
す
る
事
に
な
.る
。
沿
海
州
の
如
き
を4̂

含
し
な5

事
は
東
躯
の
新
秩 

序
緒
成
に
當
‘ク
て
地
域
.
の
接
壊
と1 K

ふ
條
件，31:

^

に
重
要
な
因
子
が
あ
る
事
を
認
識
‘
を
し
め
る
。故
に
地
鼓
は
重
要
な
條
件
に
し
て
も
、

T
r
c
/

I
is

i
I
I

を
れ
が
主
要
な
も
の
で
なS

事
に
谓
意
せ
ね
ば
な
ら
な
5
0 

. 

.

. 

:

斯
く
見
れ
ば
、
現
在
の
，段
階
に
於
，̂
て
は
、
‘ 

m

滿
支
三
國
に
佛
印
及
び
，蘭
印
を
包
含
し
た
も
の
が
實
現
可
能
な
現
實
的
，地
域
と
判
定 

.さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な5

。

此
，の
範
圍
に
就
レ
.て
は
現
內
閣
の
聲
明
に
於
い
て
間
明
せ
ら
れ
て
居
'る
所
で
あ
る
。

‘

• 

. 

H 

.

. 

. 

- 

•

.

.

.

.

新
秩
序
を
樹
立4

-

べ
き
地
域
が
日
：滿
支
を
根
幹
と
し
、
佛
印
蘭
印
等
を
外
廊
的
地
域
と
決
定
さ
れ
る
時
、
此
等
地
域
に
於
け
る
經
濟 

を
如
何
に
蓮
營
確
立
す
る
か
、
如
何
に
棟
互
.間
の
.輕
濟
提
携
を
實
現
し
結
合
體
本
來
のH

を
有
效
に
發
揮
す
る
か
と
云
'ふ
第I
一
の
重
大 

間
題
に
當
面
す
る
。
政
府
當
局
が
撃
明
し
たM

助
速
環
の
關
係
の
樹
立
を
极
释
と
し
、
®

に
於
け
る
國
際
正
義
の
確
立
、
共
同
防
共 

.の
達

成

、

.

薪
文
化
の
.創
造
と
共
に
期
す
る「

經
濟
結
合
の
實
現
し
或
.は
.

〔

經
濟
提
携」

は
‘

现
實
に
照
合
し
て
如
何
.で
あ
ら
ぅ
か
。

/

經
濟
結
合
、
.經
濟
提
携
に
關
す
る
實
證
的
研
究
は
、
既
に
日
滿
支
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
論
に
依
つ
て
檢
討
濟
み
の
も
の
で
あ
る
。
先
づ
其 

の
极
底
を
現li：

の
日
滿
支
經
濟
の
先
進
性
及
び
後
進
性
の
存
在
及
び
其
の
經
濟
的
耍
隶
と
に
求
め
る
。
日
本
經
濟
は
明
治
維
新
以
來
驚 

異
淋
躍
進
を11̂

し
、
轉
工
業
の
愛
展
更
に
重
工
業
化
學
工
業
の
進
展
を
獲
得
し
來
力
、
其
の
經
濟
組
織
及
び
技
術
に
於
レ
て
進
歩
的
段 

階
に
あ
る
。
然
し
，
此
の
輝
し
レ
發
展
過
程
の
蔭
.に
は
絶
ぇ
す
原
料
資
源
の
確
保
め
苦
惱
が
存
し
て
居
るf

重H

業
原
料
の
鐵
纖
、
 

肩
鐵
化
學
工
業
の
重
耍
原
料
た
る
石
油
、
ゴ
ム
.、腹
、
離
：工
業
妨
績
織
物
の
原
料
と
.
-
:
^
て
の
棉
花
、
.羊
毛
の
如
き
は
、總
べ
て
外
國
に
仰 

レ
で
居
る
現
狀
で
あ
る
。
日
本
經
濟
の
脆
弱
‘ま
が
極
度
の
，海
外
依
存
性
に
あ
る
と
云
は
れ
る
の
も
一
つ
に
は
此
の
故
で
あ
.つ
て
、
原
料 

資
源
は
甚
だ
贷
弱
で
あ
り
所
謂
-
,持
た
ざ
る
國」

な
の
で
.あ
る
。
之
れ
に
反
し
.て
、
支
那
は
現
在
ま
で
歐
米
資
本
主
義
の
商
業
的
摊
取
の 

下
に
、
經
濟
的
開
發
は
行
は
れ
す
、
經
廣
的
に
は
後
進
の
狀
態
にA

ル1
^
。

然
る
に
其
の
地
は
由
來
ゆ
大
物
博
の
地
で
あ
り
、
各
種
重
耍
資 

源
原
料
を
生
産
し
細
蔵
し
て
居
る
。
石
炭
、
鐵
鎭
、
棉
花
の
如
き
は
産
出
さ
れ
且
つ
滑l

i

も
可
能
で
あ
り
、
羊
毛
の
如
き
も
又
有
望
で 

新
東
匪
指
尊
理
論
め
醫
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,

あ
る
。
支
那
は
斯
か
る
雜
.濟
資
源
の
開
發

1̂自
國
經
濟
め
後
進
性
に
依
ウ
.て
*
現
さ
れ
得
な
.̂
事
情
に
あ
り
、
他
围
經
濟
の
協
力
を
得 

て
經
濟
的
開
發
に
よ
る
國
家
の
繁
榮
を
希
求
し
て
居
.る
の
で
あ
る
。
斯
様
に
.開
發
め
，手
を
徒
ら
に
空
し
く
待
つ
て
居
る
未
開
和
資
源
原 

料
を
豐I®

に
埋
蔵
ず
る
領
域
と
發
展
レ
た
生
ま
力
を
有
す
る
も
其
の
料
資
源
の
貧
困
に
惱
め
る
鎮
域
と
の
.結
合
は
、
頗
る
實
现
可
能 

性
の
多
い
も
の
で
あ
る
と
.云
ひ
得
る
0
更
に
日
本
商
品
の
販
路
地
.と
し
て
大
陸
を
考
へ
る
.と
ま
、
此
の
結
合
は
兩
者
に
と
ウ
て
必
要
な

事
⑧
あ
る
。
世
界
の
.プI!
ッ
ク
化
政
策
の
結
果
と
じ
て
、
日
本
商
品
は
其
の
優
秀
性
と
.低
廉
性
を
持
ち
乍
ら
も
、
其
の
販
路
の
狹
小
化

■
 

■
 

■
 

■ 

■ 

• 

■

或
は
閉
鎮
の
運
命
に
.逢
着
し
て
居
る
，。
而
る
に
令
豐
富
な
資
源
原
料
の
給
付
を
な
す
大
陸
に
對
し
て
、
其
の
反
對
給
付
と
し
て
日
本
商 

品
を
提
供
す
る
事
は
、
日
本
に
と
つ
.て
は
勿
論
の
事
、
優
秀
且
つ
低
廉
な
商
品
を
求
め
て
居
る
支
那
に
と
つ
て
も
極
め
て
自
然
で
あ
り 

有
利
な
一
事
で
あ
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
又
結
合
實
現
の
冗
能
性
は
天
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
併
し
ギ
ら
，
此
の
場
合
支
那
に
於
け 

る
在
來
の
齋
業
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
レ
。
.其
故
に
日
滿
支
經
濟
.の
相
刺
を
生
ぜ
し
あ
な
い
樣
が
配
分
統
制
が
な
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い 

事
は
明
ら
か
で
、
此
の
點
に
就
い
て
は
後
述
す
る
。
雨
者
の
：結
合
が
斯
く
自
然
的
で
あ
.り
、
有
利
で
あ
る
が
故
に
、
密
接
な
經
濟
的
提 

携
へ
と
進
行
す
ベ
き
に
も
桐
ら
す
、
過
去
の
實
&
が
之
れ
と
逆
行
し
て
居
る
の
は
何
故
で
あ
ら
ぅ
か
。
其
處
に
此
の
經
濟
的
提
携
の
自 

然
性
を
賊
害
す
グ
J
政
治
的
、
經
濟
的
、
民
族
的
要
件
の
介
在
を
發
見
す
る
。
政
治
的
、
民
族
的
な
胆
害
耍
件
は
後
述
す
る
と
し
て
、
 

經
滴
的
胆
害
耍
件
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
.か
0.現
下
の
策
亜
民
族
は
歐
米
.勢
力
の
支
配
卞に

！！

風
せ
し
め
ら
れ
、
經
済
的
支
配
諫
凰 

下
に
低
迷
レ
て
居
る
。
.支
那
ぱ
近
代
資
本
主
義
の
發
展
當
初
に
於
い
て
西
歐
資
本
主
義
の
侵
略
か
ら
辛
く
も
逃
れ
た
と
は
云
へ
、
强
愁
. 

.專
横
の
西
歐
資
本
主
義
の
願
望
は
一
八
三
九
年
の
阿
片
戰
.爭
を
契
機
と
し
て
遂
に
^
{̂那
を
半
植
民
地
的
地
位
に
陷
し
入
れ
、
欺
.

本 

主
義
發
展
維
持
の
地
盤
を
提
供
せ
し
め
た
。
斯
く
し
て
支
那
自
體
は
時
代
の
經
過
と
共
に
支
配
謙
屬
的
狀
熊
の
緋
除
を
目
標
に
徐
々
乍 

ら
.も
準
傭
を
始
め
-
日
淸
戰
爭
を
經
、
第一

次
世
界
大
戰
を
經
て
.異
常
な
發
展
を
見
せ
て
來
て
居
る
が
、
未
だ
獨
立
獨
行
の
狀
態
に
到

.
:

.

、

は
を
は
を

：
.富

.

.
*
セ
^
^
^
^
^
^

達
し
，：て
：居
ら
す
命
植
民
地
と
し
て
存
在
し
ャ
居
る
0

從

っ
て
經
濟
的
に
見
て
も
又
同
様
で
あ
っ
て
、
支
那
民
族
資
本
は
相
當
程
虔
の
發 

達

を

見

た

の

の
、
' 未
.だ
外
國
資
本
の
壓
倒
的
勢
力
の
！̂
：に
牛
耳
ら
れ
で
居
り
、
從
っ
て
經
濟
組
織
及
び
技
術
に
於
い
て
.も
高
廣
め
發 

達
を
示
し
て
厥
な
い
。
其
故
に
支
那
に
.於5

:

て
は
、
.外
國
資
本
の
應
例
的
な
勢
力
を
除
外
し
て
は
何
事
も
な
し
得
な5

や
ぅ
な
狀
態
で 

あ
る
。
现
今
支
那
に
蒋
在
す
る
浙
.江
.財
閥
'廣
束
財
閥
天
津
財
閥
の
如
き
は
纖
ベ
て
外
國
資
本
特
に
英
國
の
そ
れ
の
息
が
か
、
っ
た
も 

の
で
ち
っ
て
、
英
國
资
本
の
鼻
息
を
窺
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
有
樣
セ
あ
る
。
斯
様
に
資
.本
的
に
は
支
那
自
體
の
獨
立
は
.現
在
の
所
不
可
能
で 

f

r

又
日
本
終
濟
の
.提
總
は
外
國
資
本
の
壓
倒
的
勢
力
に
依
っ
て
眼
止
妨
害
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
0 
.外
國
資
本
に
依
つ
て
支
配
さ 

れ
て
居
る
支
郞
經
濟
と
日
本
經
濟
と
の
提
携
が
從
來
其
の
可
能
的
自
然
的
條
件
を
具
傭
し
乍
ら
も
實
現
さ
れ
な
か
つ
た
の
は
-
此
所
に 

其

の一

原
因
を
見
出
し
.得
る
。
勿
論
純
粹
に
經
濟
的
理®

許
り
で
な
く
、
.其
の
#

に
有
力
な
助
勢
を
な
し
て

居
る
民
族
主
義
運
動
の 

存
在
も
見
逃
せ
な
い
0
- 

■
. 

.

經
濟
の
先
進
性
後
進
性
及
'ひ
其
の
經
濟
的
耍
ま
に
依
っ
て
結
合
の
可
能
性
を
解
明
し
得
て
も
、
.そ
れ
は
B
滿
と
，支
那
の
結
合
へ
の
必 

然
性
を
說
明
し
得
な
い
。
先
進
性
と
云
ふ
點
に
就5

て
云
へ
ぱ
、
日
本
と
、同
樣
歐
米
謂
國
も
同
じ
地
位
に
あ
る
0

其
れ
に
も
拘
ら
す
、 

何
故
日
本
が
殊
更
に
其
の
對
象
と
な
る
の
で
あ
る
か
。
地
理
學
的
條
件
即
ち
距
離
の
.相
違
は
確
か
に
存
在
す
る
が
.
決
し
て
有
力
な
耍 

.因
で
は
な
い
。
其
れ
は
對
支
經
濟
活
動
に
於
け
る
歐
米
資
本
主
義
と
日
本
と
が
本
質
的
に
相
異
し
て
居
る
事
に
基
因
す
る
。
英
國
' 

佛 

歐
、
來
國
の
如
き
諸
國
は
V
哲
國
領
域
に
於
け
る
資
源
さ
へ
も
充
分
に
開
發
し
得
な
レ
程
豐
富
な
資
源
をr

持
て
る
國
I
で
あ
る
が
故
に
、 

必
然
的
に
他
國
の
未
開
發
資
源
の
：開
發
を
行
ふ
必
要
が
な
レ
。
從
っ
て
パ
海
外
侵
出
は
何
れ
の
場
合
に
於
レ
て
も
商
業
的
摊
取
に
の
み 

其
の
目
的
を
置
い
で
居
る
の
セ
あ
る
.。
支
那
に
於
け
る
歐
米
資
本
主
義
の
經
濟
活
動
の
性
格
も
之
れ
と
全
く
軌
をI

に
し
て
居
る
0

斯 

樣
な
极
本
的
性
格
を
有
す
る
歐
米
請
國
が
其
自
體
の
經
濟
の
先
進
性
を
も
ち
如
何
に
支
那
に
；̂
、5

て
壓
倒
的
勢
力
を
占
め
て
居
た
と
し

. 

• 

• 

、
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•i?yvl!♦K̂

PV̂̂
*•*i4ŵ̂
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六)

'

て
も
* 

.何
等
支
.那
自
體
の
鶴
濟
的
開
發
に
歸
與
す
る
も
の
が
な
く
，
商
業
的
特
權
並
び
に
高
利
貸
的
資
本
投
下
の
便
益
の
み
.が
者
慮
さ 

れ

、
半
植S

J
地
と
し
て
の
：謙
思
的
地
位
：に
.は
何
等
の
變
化
も
齋
ら
さ
れ
す
、
，：支
那
經
濟
め
實
質
的
開
發
更
に
解
放
へ
の
發
展
ど
こ
ろ
か 

其
の
俘
滞
枠
續
を
結
果
す
る
の
み
'で
あ
る
。
此
等
謝
國
の
資
本
主
義
章
欲
は
飽S

i

支
那
の
半
植
民
地
的
現
狀
を
維
持
せ
し
め
ん
と
す
る 

も
5
^
あ̂
り
、
今
後
も
持
續
さ
れ
る
ぺ
を
對
.支
資
本
投
下
は
支
那
の
對
外
謙
屬
を
强
化
助
長
す
る
.に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
ら
う
。
翻
つ
て 

日
本
の
經
濟
时5

^

動
は
日
本
經
濟
自
體
の
性
格
に
依
つ
て
規
定
さ
れ
て
居
る
如
く
、
資
源
開
發
的
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
日
本
が
極
端 

な
資
源
の
.貧
.弱
に
苦
し
め
ら
れ
て
居
り
、
更
に
自
國
領
域
を
廣
太
に
持
た
ぬ
が
故
に
>

,

製
品
販
路
地
に
惠
ま
れ
.て
居
ら
な
レ
事
は
、、
其 

一
の
經
濟
活
動
が
自
ら
歐
米
資
本
主
義
の
活
動
と
相
異
せ
し
め
る
。/
斯
か
る
意
味
か
ら
、
日
本
の
經
濟
的
河
動
と
そ
は
、
支
那
自
體
が
年 

來
願
望
し
て
振
し
得
な
か
つ
た
輕
濟
的
實
質
的
開
發
と
霄
榮
を
•
.
.更
に
其
れ
自
體
の
發
展
解
放
を
窗
ら
も
得
る
も
の
で
あ
る
"
ま
那
は 

其
れ
自
を
獨
力
を
以
て
立
上
み(

翦
を
望
み
得
な
ぃ

現
狀
に
於S

>

て
、
日
本
經
濟
と
の
提
携
結
合
を
無
視
反
抗
す
る
奮
來
の
愚
味
を
知
ら 

ね
ば
な
ら
な5

。

斯
く
觀
す
れ
ば
現
下
の
他
界
に
於
，レ
て
、
日
滿
ま
三
國
の
提
携
は
只
單
にI

國
の
み
の
.
"

V

签
に
非
ら
す
し
て
三
者
共
に 

多
大
の
利
益
を
享
受
‘す
る
も
の
で
あ
る
事
は
疑
ひ
な
い
。
以
上
の
如
き
日
滿
支
三
國
の
經
.濟
提
携
に
關
す
る
理
論
は
正
し
レ
も
の
と
云 

/

よ
う
0 

.

'

麵
つ
て
現
實
を
直
觀
す
る
時
、
某
し
て
此
の
理
論
は
現
實
的
裏
付
を
な
さ
れ
る
.で
あ
ら
う
か
。
，
日
支
は
一
方
に
於5

:

て
重
慶
政
府
と 

交
戰
を
繼
續
中
で
あ
ゎ
、
他
方
支
那
新
政
權
と
提
携
の
過
程
に
入
つ
た
と
ゆ
云
へ
、

未
だ
顯
著
な
實
躇
が
示
さ
れ
て
居
ら
ぬ
許
り
で
な 

<

、
其
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
も
猶
遲
と
し
て
進
行
し
な
い
現
狀
に
あ
る
は
如
何
な
る
理
由
で
あ
ら
う
か
。1

は
日
本
雜
濟
力
が
戰 

鬪
行
動
と
共
に
建
設
工
作
を
併
行
せ
し
め
得
る
；

K

充
分
な
も
め
で
な
i
l事
に
あ
り
*
他
.は
日
本
經
濟
機
構
そ
の
も
の
が
新
東
亜
を
指
導 

す
る
に
不
適
當
な
も
の
で
あ
る
黯
に
あ
る
。
莫
大
な
清
耗
力
を
持
つ
戰
の
長
ホ
月
に
百
！‘み
繼
續
は
、
日
本
經
濟
の
魔
弱
‘點
を
普
し
く

暴
露
せ
し
め
：て
、

速
的
な
建
設
諸
エ
作
を
不
可
能
な
ら
し
め
て
居
る
。戰
時
經
濟
下
に
於
け
る
國
際
貿
に
於
て
先
づ
軍
養
資
材
の 

,優
先
的
輸
入
は
".國
外
的
に
は
輸
出
用
原
料
の
輸
入
减
少
に
依
り
輸
出
は
激
減
し
て
同
際
牧
支
を
感
化
せ
し
め
、
輸
入
に
必
要
な
外
貨 

獲
得
を
困
難
な
ら
し
め
た
。
國S

的
に
ほ
資
村
、
勞
賞
め
.關
.係
か
ら
平
和
産
業
の
衰
退
：を
來
た
し
，，
物
資
不
足
と
な
り
愈
物
债
を
昂
騰 

.
へ
と
突
推
せ
し
め
た
。
‘勿
論
物
資
不
足
、
物
慣
騰
貴
の
現
族
は
、
支
那
に
於
け
る
物
慣
高
に
依
る
.對
支
.向
輸
出
の
激
增
通
賞
愈
の
墻 

加
等
に
も
甚
因
す
る
が
、
槐
本
的
に
は
原
料
及
び
生
密
力
の
不
足
に
存
す
る
。
斯
く
し
て
對
滿
支
向
輸
出
は
.制
，眼
さ
れ
る
事
熊
を
招
來 

し
宜
拖
工
作
建
設
工
作
に
必
耍
な
物
資
は
容
易
に
生
產
入
手
し
得
なi

，

狀
態
を
現
出
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
新
東
亜
建
設
の
ス
ク
ー
ト 

に
於
ぃ
て
其
の
建
設H

作
を
順
調
に
施
行
し
得
なi

矛
盾
に
逢
着
し
た
事
は
、；

輝
し
き
新
秩
序
，樹
立
の
爲
に
甘
受
す
ベ
傘
-深

，刻

な

.試

辣
 

で
あ
る
と
同
時
に
、
其
の
建
設
の
容
愿
な
ら
ざ
る
を
認
識
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。E

撒
支
經
濟
提
携
の
.實
现
は
上
述
の
加
く
規
實
的 

障
碍
が
介
在
す
る
と
は
云
へ
、
其
の
桃
除
に
依
っ
て
充
分
に
可
能
性
あ
る
も
の
で
あ
る
。

，

其
の€

：

容
に
目
を
轉
す
る
な
ら
ザ
更
に
解
決
す
べ
き
間
題
が
伏
在
し
て
居
る
。
不
足
資
源
の
獲
得
、
經
濟
産
業
の
適
正
な
る
配
$

 

'正
、從
っ
て
此
等
領
域
の
經
濟
を
蓮
營
す
る
.原
則
の
確
立
I全
面
的
計
肅
性
の
附
與
等
が
者
へ
ら
れ
る
。
第

一

に
領
域
內
に
於
い
て
は
可 

及
的
に
.

ia

給
自
足
性
の
確
立
が
望
ま
し
い
も
の
'で
あ
る
に
違
ひ
な
レ
。
在
來
の
所
論
は
自
給
自
足
性
を
重
視
し
往
々
に
し
て
日
滿
支
結 

合
に
依
る
經
濟
的
價
値
を
過
大
許
慣
し
、
其
の
結
.合
の
達
成
が
總
べ
て
を
解
決
し
得
る
が
如
き
觀
を
與
へ
る
も
め
が
な
，レ
で
は
な
か
っ 

た
。併
し
乍 

1ら
、S

滿
支
の
現
*
の
經
濟
狀
態
は
完
全
な
る
自
給
自
足
を
否
定
す
る
0卽
ち
近
代
國
家
に
と
っ
.て
主
要
物
資
た
る
ゴ
ム
、
石 

油
、幸
毛
の
如
き
は
、：此
の
領
域
中
に
缺
除
し
不
足
し
て
居
る
0.更
.に
生
産
消
費
の
均
衡
と
云
ふ
點
か
ら
見
れ
ば
、鎮
域
內
に
於
け
.る
大
量 

的
生
産
力
は
到
底
其
の
消
化
力
と
平
衡
し
得
な
い
。
雨
者
の
均
衡
を
得
る
爲
に
は
、生
産
力
の
抑
飾
を
强
制
す
る
か
或
'は
對
外
輸
出
を
行 

ふ
以
外
に
途
は
な
い
0.生
産
力
の
抑
制
を
行
.ひ
得
な
い
ふ
す
れ
ぱ
、不
足
資
源
の
獲
得
と
相
俟
っ
て
對
外
關
係
を
結
ぱ
ざ
る
を
得
な
レ
0 

.
新
进
匪
指
蔡
理
論
の
,
見
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.

斯
く
て
結
合
體
經
濟
は
世
界
經
濟的

：#

件
下
に
於5

て
把
握
さ
.れ
な
：

t

れ
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
其
れ
は
封
鎭
的
弧
立
的
な
經
濟
で
は
な 

.く

、

積
極
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
の
積
極
性
の
强
度
は
鎮
域
自
體
の
經
濟
力
に
俟
つ
の
で
あ
り
、殊
に
，他
界
の
求
償
主
義
貿 

:

易
下
に
於
レ
て
は
"一，層
重
耍
性
を
槽
加
す
る
。’
卽
ち
其
の
緒
合
領
域
が
.求
償
力
に
富
ん
で
居
る
か
否
か
は
實
に
其
の
結
合
領
域
の
將
來 

を
決
す
る
重
要
な
も
の
と
な
つ
て
來
る
の
で
あ
る
。
而
ら
ぱ
其
の
求
償
力
は
如
何
で
あ
る
か
。賣
る
爲
に
：̂
先
づ
.買
ふ
事
を
前
提
と
す
る 

現
下
の
國
際
貿
易
に
於
い
て
、
東
亜
領
域
は
貿
易
牧
支
に
於5

て
入
越
狀
態
に
あ
る
が
故
に
、
有
利
で
あ
る
と
の
論
は
成
立
し
難
レ
ょ 

う
に
思
は
れ
る
。
入
想
が
直
ち
に
第
三
國
に
.購
入
を
强
制
し
得
る
も
.の
と
は
な
ら
な
レ
。
第
三
國
が
需
耍
し
な
レ
商
品
を
、
第
三
國
商 

品
購
入
の
代
償
と
し
て
購
買
せ
し
め
る
事
は
出
来
な
レ
。
其
故
に
第
三
國
の
需
要
度
の
高
い
商
品
を
生
産
し
得
る
な
ら
ぱ
、
國
際
貿
暴 

場
裡
に
於5

て
有
利
で
あ
る
と
云
ふ
事
に
な
で
あ
ら
う
。
此
の
黯
に
於5

て
日
滿
支
を
主
幹
と
し
た
經
濟
をi'

味
す
る
な
ら
ば
、
日 

滿
支
三
國
の
.み
に
於
い
て
は
ま
分
に
此
の
條
件
を
具
傭
レ
得
な
く
，
佛
印
、
蘭
印
の
援
助
參
加
を
得
て
初
め
て
有
力
な
も
の
と
な
る
と

云
へ
る
。
卽
ち
佛
印
及
び
蘭
印
に
於
レ
て
は
ゴ
ム
、
‘右
油
、觸
お
炭
等
の
需
要
資
源
が
産
出
さ
れ
る
か
ら
、綠
合
體
の
資
源
的
充
實
が

. 

-

. 

‘ 

.
*

可
能
と
な
る
。
.今
次
內
閣
の
聲
明
に
あ
る
大
東
亜
共
榮
断
の
中
に
佛
印
蘭
印
を
包
食
せ
し
め
て
居
る
の
も
此
の
顧
慮
か
ら
で
あ
ら
う
。

.日
滿
支
三
國
の
經
濟
提
携
の
實
現
に
於
い
，て
は
、
會
然
相
互
扶
助
、
互
助
連
環
の
精
神
を
以
て
經
濟
が
蓮
營
各
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
レ
。
然
し
乍
ら
具
體
的
に
三
國
の
ま
業
を
如
何
に
配
分
し
、
相
互
の
相
刺
摩
擦
を
囘
避
す
る
か
は
又
大
き
な
間
题
で
あ
る
。
或
る
論

者
は
適
地
適
業
主
義
を
採
用
し
て
産
業
發
展
を
者
へ
、
或
は
日
本
は
製
品
の
形
に
於
レ
て
滿
支
に
資
本
と
技
術
を
出
し
、
滿
洲
は
日
本

及
び
支
那
に
農
産
物
を
送
タ
-

ま
那
は
：日
本
に
.綿
花
、
鐵
等
の
原
料
を
I
滿
洲
に
勞
働
力
を
送
る
相
關
係
を
主
張
し
、
或
は
日
本
は

重
工
業
と
化
學H

養
、
精
密
輕
エ
業
を
、
支
那
は
輕
工
業
と
原
料
資
源
及
び
農
產
胸
を
、
滿
洲
は
董
工
業
と
.資
源
原
料
及
び
喪
產
彻
を 

，各
タ
分
ま
す
る
を
說
く
等
種
力
見
解
が
存
す
る
。
適
地
.適
業
主
義
に
對
し
て
は
旣
存
の
日
本
紘
濟
へ
の
政
壞
的
影
響
が
大
な
ね
と
し
て

[S
1.

<

*

反
動
す
る
向
が
あ
る
。
交
那
の
如
く
董
耍
資
源
の
存
在
す
る
地
で
適
業
を
縛
し
，た
な
ら
ぱ
，
日
本
經
濟
は
全
く
壓
倒
破
減
せ
し
め
ら
れ 

る
と
說
く
の
で
あ
る
で
.斯
様
な
譲
論
は
其
の
理
論
的
基
礎
を
旣
存
の
原
則
又
は
紐
繊
の
上
に
置
ぐ
所
か
ら
發
生
す
る
。
後
が
に
旣
存
の 

原
則
又
は
組
纖
に
變
革
を
加
，へ
す
レ
て
、
日
滿
支
三
國
經
濟
の
結
合
を
者
ふ
る
な
ら
ば
、：
斯
歡
な
問
題
は
正k

生
鶴
さ
れ
る
。
併
し
乍 

ら
、
東
亜
新
秩
序
は
日
滿
支
三
國
を
奮
來
の
地
盤
の
上
に
於
い
て
ロ
ハ
單
に
聯
繁
す
る
丈
で
は
到
底
襄
成
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
事
に 

.思
ひ
を
致
さ
ね
.ば
な
ら
な
い
。
吾
人
は
此
の
實
現
の
爲
に
は
東
亜
の
'既
存
の
政
治
經
濟
其
他
全
般
に
鼠
っ
て
现
實
に
照
應
し
た
根
本
‘的 

改
編
を
斷
行
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
東S

新
秩
序
樹
立
に
對
し
て
現
狀
維
持
を
頑
迷
に
も
主
張
す
る
外
國
の
妨 

害
を
排
除
す
.る
爲
に
も
、
强
力
な
國
內
組
織
の
盤
傭
が
必
耍
視
さ
れ
る
0
,此
の
國
內
革
新
の
默
に
關
し
て
、「

主
體
が
客
體
に
働
き
か
け 

る
と
き
に
、
共
の
反
作
用
で
主
體
が
解
體
す
る
の
必
要
t
認
め
得
な
し
く
，
日
本
の
國
內
的
革
新
は「

時
局
の
重
腫
下
に
，宇
宙
法
则
*
日 

本
皇
道
精
神
の
開
展
に
依
り
必
す
や
成
就
さ
れ
て
行
く」

と
な
す
見
解
を
以
て
、
東
亜
協
同
體
論
わ
輕
視
し
、
之
れ
を
亥
那
側
の
事
變 

處
理
耍
求
に
迎
合
し
た
吾
が
國
の
全
體
主
義
者
の
理
論
で
あ
る
と
な
す
論
が
あ
る
が
、
，獨
善
的
理
論
と
云
は
ざ
る
を
得
な
5
0
事
岛
の 

發
展
が
相
互
作
用
の
關
係
に
於
い
.て
推
進
‘せ
ら
れ
る
事
は
、
歴
史
の
示
す
所
で
あ
.っV

、

生
體
な
る
が
故
に
働
き
か
け
た
客
體
の
正
當 

な
反
作
用
を
担
否
す
る
と
云
ふ
論
理
は
成
立
し
な5

。

主
體
客
體
な
る
區
別
を
道
義
的
に
解
驛
す
る
事
に
.依
っ
て
，
事
の
發

展

の

動 

因

を一

ホ
的
に
決
定
し
、
因
嚴
の
蘭
係
を
偏
側
的
に
見
る
事
は
正
し
く
な
い
。

.

.

，

'國
內
革
新
の
根
基
は
、
现
輕
濟
の
基
底
を
流
れ
る
資
本
主
義
の
再
檢
是
正
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
は
封
建
經
濟
崩
壞
後 

近
代
民
族
國
家
を
，發
展
せ
し
め
-..個
人
の
権
利
の
伸
張
を
齋
ら
し
、

.

旦
ウ
生
産
力
の
飛
離
的
墙
大
を
生
む
事
に
依
っ
て
豐
富
な
財
貨
を 

.提
供
し
た
と
は
云
へ
、
其
れ
が
內
藏
ナ
る
宿
，命
的
矛
盾
に
依
っ
て
惹
起
ざ
れ
る
恐
慌
を
繰
け
返
し
っ〜

發
展
し
て
來
た
0

本
來
資
本
主 

義
經
濟
の
生
命
は
自
律
的
放
任
に
存
す
る
：の
で
あ
っ
て
、
從
來
の
恐
慌
も
其
の
自
律
的
放
任
に
依
っ
て
發
生
し
調
整
さ
れ
.た
の
で
あ 
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九
ニ
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. 

る
。
然
し1.
九
ニ
'九
年
.の
世
界
恐
衞
が
最
'早
自
働
的
盤
調
景
氣
循
環
'に
依
る
恢
復
を
期
待
し
得
な
.

5

も
の
で
あ
る
事
と
そ
れ
を
中
心
と 

し
て
®

っ
た
プ
ロ
ッ
ク
化
政
策
に
.做
る
戰
時
經
濟
體
制
の
整
傭
と
は
、
遂
に
と
の
資
本
主
義
に
計
畫
性
を
强
要
す
る
に
'至

つ

た

。
、
卽

ち 

现
狀
に
於
ゆ
る
謝
統
制
の
m

現
は
此
の
現
れ
で
，あ
っ
て
、
統
制
は
統
制
を
必
然
的
に
生
み
、
'
遂
に
'は
訊
晝
へ
と
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
植
民
地
蘭
係
の
强
化
に
過
ぎ
な
い
旣
成
の
資
本
主
義
的
プ
.

a

>

ゾ
經
濟
は
*
資
本
主
義
そ
の
も
の
が
如
何
に
計
靈
性
を
も
っ
た 

と
は
云
べ
、
權
成
員
は
中
植
國
家
の
利
益
に
a

風
せ
し
め
ら
れ
、
植
民
地
の
産
業
的
成
熟
の
抑
制
が
行
は
れ
‘
植
民
地
'對
本
國
の
政
治 

經
濟
的
相
刺
が
植
民
地
民
族
主
義
に
後
押
し
さ
ル
て
展
開
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
斯
様
な
資
本
主
義
原
則
は
東
亜
の
新
秩
序
に
於
い
て 

は
當
然
揚
菜
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
。
即
ち
新
秩
序
下
の
日
滿
支
に
於
い
て
は
新
し
き
原
則
に
依
る
經
濟
が
行
は
れ
ね
ば
.な
ら
な
い
。 

論
者
に
依
れ
ば
、
資
本
主
義
原
則
に
代
る
べ
き
新
原
則
は
全
體
的
協
同
主
義
で
あ
り
*
互
惠
主
義
で
あ
と
云
ふ
。
詢
に
理
論
上
に
於 

い
て
は
資
本
主
義
は
修li；

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
.，
新
原
旧
の
.樹
立
も
當
然
必
要
で
あ
る
が
、
嚴
し
て
現
賞
を
指
導
す 

る
力
を
有
す
る
か
.

K
a

か
が
間
題
と
な
る
。
更
に
日
滿
支
雜
濟
は1

4

惠
的
顾
係
に
立
ク
爲
に

は

、

全
面
的
計
晝
性
が
經
濟
に
賦
與
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
多
く
說
か
れ
て
居
る
。
針
晝
性
の
賦
與
そ
は
資
本
主
義
の
是
正
で

あ
り
、又
上
速
の
産
業
配
合
の
問
題
を
單
純 

に

解
決
す
る
も
の
で
あ

ら

ぅ

。

：
..

.

 '

斯
機
に
述
べ
来
た
る
と
、
東
亜
に
於
.

け
る
新
狭
序
樹
立
も
*
.

仲
々
容
易
な
ら
ざ
る
も
の
が
認
め
ら
，れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
殊
に
理
論
的
に 

云
っ
.

て
、
現
賞
み
遊
離
背
馳
す
る
が
如
き
場
合
も
あ
る
と
す
れ
ば
、
猶

，一
層
の
研
究
が
必
要
と
な
っ
て
來
る
。
'而
か
も
此
の
樹
立
の
爲 

に
は
民
族
的
政
治
的
條
件
が
此
の
他
に
必
要
で
あ
り
，
又
そ
れ
と
同
時
にg

害
的
な
要
素
を
有
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
愈 

々
益
タ
困
難
さ
を
覺
え
す
に
は
居
ら
れ
な
5
0

l

€

f
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l

s
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l

f

v

s
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養
を
暮i
s

地
域
、經
濟
の
.兩
觀
黯
か
ら
す
る
日
滿
支
提
携
結
合
の
實
現
可
能
性
は
、
旣
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
敷
領
域
統
合
の
場
合
I抽
象 

的
に
は
政
治
的
一
民
族
的
素
を
除
て
、
單
に
經
濟
的
要
素
の
み
で
結
び
付
く
事
は
考
.へ
得
る
。
併
し
日
本
.の
如
き「

持
た
ざ
る
國
し
が 

其
の
結
成
を
行
.ふ
場
合
に
は
、
政
洽
關
係
の
改
訂
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
爲
、
そ
の
經
濟
的
要
素
は
直
ち
に
政
治
的
要
素
と
關
聯 

し
て
來
，な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
ヤ
三
國
の
結
合
を
者
へ
る
に
當
ウ
て
更
に
重
要
な
間
题
と
し
て
！？̂
族
主
義
の
問
題
を
取
扱
は
ね
ぱ 

な
ら
な
い
。
現
在
日
支
.干
戈
の
問
に
相
含
せ
る
事
態
は
、
其
の
根
底
に
於5

て
雨
國
.の
民
族
主
義
が
存
在
し
、
殊
に
近
時
支
那
に
於
け 

る
民
族
主liil

の
昂
揚
に
其
の
ホ
因
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
抑
々
R
滿
支
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
論
ょ
り
に
發
展
し
た
新
.

5̂

亜
指
導
理 

•論
の
出
现
が
要
請
せ
ら
れ
た
根
基
的
動
機
は
Y支
那
に
於
け
る
民
族
主
義
運
動
の
存
在
が
輕
祖
し
無
視
し
得
な5

所
に
發
源
し
て
居
る
。 

其
故
に
.ほ
.族
主
義
の
問
題
は
斯
論
の
最
も
重
要
な
問
題
の
一
で
あ
り
、
支
那
民
族
主
義
を
如
何
に
解
釋
し
說
明
す
る
か
、

し
て
民
族 

主
義
を
趣
刺
し
得
る
原
理
を
樹
ま
し
來
る
か
が
東
亞
指
導
理
論
の
發
生
的
基
調
で
.あ
る
と
へ
ょ
ぅ
。
其
故
に
斯
論
の
摄
跟
以
來
、
其 

の
何
れ
も
民
族
主
義
問
題
に
觸
れ
て
，居
る
.が
、併
し
其
の
重
要
性
と
處
理
，の
仕
方
に
於
い
て
は
必
す
し
も
意
見
の一

致
を
認
め
得
な5

。 

從
っ
て
斯
論
も
又
混
沖
狀
態
に
停
滞
し
て
届
り
、
其
の一

致
を
將
來
耍
請
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

,
.民
族
主
義
の
存
在
は
東
®
新
秩
序
建
設
に
と
っ
て
障
碍
と
な
る
も
の
せ
あ
る
か
。
少
な
く
と
も
現
在
の
支
那
民
族
主
義
は
是
正
せ
ら 

れ
て
本
然
の
姿
に
歸
る
か
ま
.は
更
に
高
位
の
思
想
原
理
に
依
っ
て
包
括
解
決
さ
れ
る
か
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
以
上
、
單
に
東
亞
民
族
の 

.
覺
醒
の
如
き
論
説
を
以
て
其
の
結
合
を
處
瑶
し
得
.べ
き
身
の
で
は
な
‘く
.
•
.す
べ
き
で
な
，

S
。 

’

.
抑
々
近
代
民
族
主
義
は
十
六
世
紀
技
術
と
交
通
の
.發
展
に
給
び
付
，レ
た
：資
本
主
義
出
現
に
依
る
民
族
國
家
の
成
立
に
基
礎
を
置
く
。 

資
本
主
義
の
出
現
に
依
っ
て
覺
醒
さ
れ
たM

民
の
巧
的
統一

の
意
識
は
、
先
づ
絕
對
國
家
的
統
一
主
義
と
し
て
現
は
れ
，
進
ん
で
第
三 

階
級
め
民
主
,

義
、
‘自
由
主
義
の
反
對
的
運
動
に
依
ウ
て
見
族
主
義
に
養i

元
成
せ
し
め
ら
れ
た
。
而
し
て
俾
國
革
命
を
契
機
と
し
て
世 

.

.

.

.
新
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i
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.
:界
は
‘民
族
主
養
の
時
代
に
突
入
し
た
。
，.十
九
.世
紀
に
入
っ
て
先
進
國
と
後
進
.國
と
の
.植
民
地
を
中
心
と
し
て
の
激
鬪
は
，從
來
の
民
族
主 

.:

義
を
變
異
..せ
し
.め

國

家

的

の

.爲
に
賴
極
的
に2

^

族
の
組
繊
を
强
化
す
る
積
極
性
を
も
っ
た
も
'の
と
な
ウ
た
。
而
し
て
此
れ
は
フ
ァ 

タ

シ

ズ
ム
に
於5

,
て
承
繼
さ
れ
、
現
今
に
至
っ
て
⑩
界
的
傾
问
と
な
ら
ん
と
し
て
居
る
。
此
れ
は「

個
人
の
民
族
又
は
國
家
に
對
す
る 

.，奉

仕

を

弾

要
パ

そ
の
組
織
を
形
成
す
る
事
を
特
質
と
じ
，
民
族
.の
外
部
發
展
に
最
重
償
値
を
置
C

も
の
で
あ
る
0」

翻
っ
て
植
民
地
及 

，ぴ
半
植
民
地
に
於
け
る
段
腐
主
義
を
見
れ
.ぱ
、
民
族
國
家
形
成
時
代
に
.於
け
る
民
族
主
義
で
あ
っ
て
.
領
域
に
於
け
る
民
族
の
形
成
を 

主
眼
し
、
.其
の
自
治
獨
立
を
目
的
と
：し
，て
居
る
。
具
體
的
に
は
其
の
領
域
に
於
け
る
封
建
的
社
會
の
打
破
と
、：植
民
地
蘭
係
又
は
平
植 

民
地
關
係
よ
り
の
離
脱
を
耍
求
す
る
.の
.で
あ
る
。

，

‘
：

' 

.

V

 .

支
那
民
族
主
義
は
.
半
植
民
地
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
り
、
支
那
社
會
經
濟
的
發
展
の
段
階
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。.

 

.

ま
那
經
濟
は
阿
片
戰
以
後
近
代
資
本
主
義
の
侵
入
を
：强
烈
に
受
け
て
封
建
的
廣
業
國
よ

り

半
植
民
地
的
近
代
化
の
第一

步
を
印
し
た
.

の
外
國
費
本
主
義
の
侵
入
は
支
那
自
國
産
業
を
被
壞
す
る
と
共
に
新
産
業
を
成
立
せ
し
め
、
更
に
買
辦
資
本
、.
官
僚
資
本
の
發
生
を 

.
，
齋

ら

し

た

。

，此
等
支
那
民
族
資
本
の
發
達
は
日
清
戰
爭
の
頃
よ
り
政
治
運
動
と
相
互
作
用
的
關
係
に
於
い
て
な
さ
れ
た
。
支
那
民
族
運 

:

動
は
孫
逸
仙
に
依
っ
て
指
導
さ
れ
、.
不
斷
の
蓮
勘
に
依
っ
て
着
タ
實
力
を
養
成
し
っ
\

辛
亥
革
命
、
第
一
次
世
界
大
戰
.に
依
っ
て
普 

.
，し

く發

展

し

た

支

挪

-能

業

を

地

盤

し
て
、
大
戰
後
急
激
の
發
展
を
な
し
.た
。
斯
く
し
て
孫
逸
仙
の
三
良
主
龍
を
ィ
デ
オ
ロ
ギ
、
と
し
て
. 

.支
那
民
族
主
義
連
動
は
益
.

《

勢
力
を
獲
得
し
づ
-
、̂
.日
支
干
ま
の
悲
劇
を
招
來
し
て
了
っ
.た
の
で
あ
る
。
斯
か
る
民
族
主
義
は
坡
亜
新 

秩
序
胎
動
期
に
於
レ
て
如
何
に
理
解
さ
れ
處
理
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
。

,

.

.

.

或
論
者
に
仗
れ
ば
、

族
主
義
本
然
の
姿
に
遺
元
せ
し
め
ら
れ
た
東
亜
の
民
族
主
義
の
上
に
新
秩
序
は
建
設
さ
れ
る
と
す
る
".歐
洲 

に
.起
っ
た
民
族
.主
義
の
發
股
過
糖
を
，必
然
：的
と
見
る
は
正
當
で
な
、
其
の
民
族
主
義
は
：本
來
の
も
の
か
ら
歪
曲
さ
れ
た
崎
形
的
な
も

P
1

M
E

E

B

S

E

E

E

H

f

f

i

、

を；^
まあサ iv;#

T:マフ

.の

.で
ぁ
る
。
本
然
の
：
族
，主
義
は「

民
族
を
國
民
社
含
の
實
質
た
ら
し
め
'そ
の
意
義
を
强
調
す
る
に
熱
心
で
ぁ
-ク
た
が
、
そ
れ
と
同
時 

に
と
れ
を
排
他
的
獨
齋
的
な
も
の
.た
ら
し
め
す
、
他
め
民
族
を
尊
重
し
、
他
の
民
族
主
義
の
共
存
を
許
す
丈
の
f
l
風
を
有
っ
て
居
る
し
.
 

の
で
ぁ
る
。
國
民
は
民
族
と
し
て
の
慣
値
を
意
識
高
唱
す
る
.と
共
に
他
.の
價
値
を
も
認
識
し
、
相
互
的
な
尊
重
を
通
じ
て
協
同
し
得
る 

所
に
滿
ま
結
合
め
不
可
缺
的
基
維
を
見
出
す
。
而
し
て
日
滿
支
に
於
い
て
は
其
の
社
含
的
及
び
人
種
的
類
似
性
を
認
め
ら
れ
、
其
の 

相
.互
間
に
最
も
濃
厚
な
接
觸
，め
可
能
性
が
存
在
じ
て
居
る
故
に
、
新
建
設
.に
は
頗
る
有
利
で
ぁ
る
。
更
に
東
亜
諧
國
民
が
一
廣
に
歐
米 

-帝
國
主
義
的
進
攻
の
對
缴
と
な
っ
て
居
る
世
提
史
的
な
共
通
の
地
位
を
想
起
す
る
と
き
一
層
其
の
結
合
を
必
須
の
も
の
た
ら
し
め
る
。 

此
等
の
支
配
壓
迫
か
ち
東IS

を
解
放
す
る
爲
に
結
合
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
.；

S
。

併
し
此
の
理
論
は
日
支
が
干
戈
の
裡
に
相
對
崎
し
て
居 

る
现
實
と
懸
け
離
れ
て
居
る
如
く
に
想
は
れ
る
が
、
今
日
の
事
態
は
民
族
主
義
を
基
礎
と
し
た
日
支
'兩
國
民
の
本
來
ぁ
る
べ
き
姿
で
は 

.な
く」

、
歪
曲
さ
れ
た
も
の
で
ぁ
っ
て
、，
誤
れ
る
，支
那
民
族
主
義
は
徹
底
的
な
修
正
を
施
さ
れ
、
新
柬
亜
建
說
.の
爲
に
日
本
と
提
携
す
ベ 

く
更
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
說
く
の
で
ぁ
る
0
,現
今
の
誤
れ
る
民
族
主
義
ょ
り
離
脆
し
て
本
來
的
姿
態
に
立
歸
り
、
新
だ
亜
建
設
に 

突
進
す
べ
き
で
あ
：る
と
す
る
斯
論
の
理
諭
的
展
開
は
正
し
い
と
す
る
も
',東
亜
民
族
の
覺
醒
に
依
っ
て
を
の
實
現
を
期
待
す
る
理
論
の 

域
か
ら
脱
し
て
居
な
い
。
斯
か
る
所
論
t
以
て
支
那
民
族
が
覺
醒
し
得
る
と
す
れ
ば
，•日
あ
の
武
力
突
衝
な
ぞ
は
未
然
に
防
ぎ
得
る
も 

の
で
ぁ
っ
た
で
ぁ
ら
う
し
、
又
惹
鶴
さ
れ
な
か
っ
た
で
ぁ
ら
う
。
問
題
は
も
っ
と
現
實
的
な
所
に
存
在
す
る
。
從
っ
て
支
那
民
族
主
義 

の
現
實
的
な
要
求
を
汲
み
善
處
す
る
事
に
依
っ
て
間
題
は
解
決
せ
‘ら
れ
る
と
考
へ
る
。
，支
那
兒
族
主
義
の
现
實
的
要
求
は
そ
れ
が
如
何 

な
る
胎
盤
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
、發
達
し
來
た
も
の
で
ぁ
る
か
を
知
る
事
に
依0

て
把
握
す
る
事
が
出
来
る
。
民
族
主
義
の
意
欲
を
誤 

れ
る
も
の
と
し
，て
何
等
汲
み
採
ら
す
無
視
す
る
所
論
は
余
セ
に
も
現
實
を
認
識
せ
す
そ
.れ
か
ら
進
離
し
た
空
論
と
云
.ひ
得
る
の
で
は
な

い
の
で
あ
ら
う
か
。

.
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他
输
に
ぶ
ざ
、
民
族
は

.應
史
的
、
.動
的
な
る
も
の
を
條
件
と
し
て
成
生
さ
れ
.る
も
の
せ
あ
る
。
人
類
の
集
圓
の
基
礎
で
あ
る
生
存 

か
ら
.出
發
し
て
、
.生
活
の
巢
團
、
生
産
の
集
園
"
更
に
地
域
、
.言
語
、
政
治
、
文
化
を
共
通
に
す
る
忙
至
っ
た
社
會
が
民
族
社
會
で
あ 

っ
て
其
の
民
族
社
會
生
存
激
展
.の
本
能
に
依
り
、
障
碍
を
突
破
せ
ん
と
す
る
意
欲
が
民
族
意
識
で
あ
•る
。
.
現
今
日
支
兩
國
に
於
て
、
 

雨
民
族
の
發
展
の
障
碍
で
あ
る
國
際
資
本
主
義5

支
配
が
あ
り
、
他
方
國
家
を
階
級
^
裂̂
に
導
か
ん
と
す
る
國
際
'共
産
主
義
の
脅
迫
が 

.
存
在
す
る
此
の
雨
者
を
東
：亞
.兩
國
の
圓
內
よ
り
驅
遂
し
て
、
.兩
民
族
が
新
秩
序
を
樹
立
す
る
事
は
民
族
生
蒋
の
共
通
問
題
で
あ
る
。 

ぉ
っ
て
此
の
共
通
間
題
解
決
を
基
礎
と
し
て
よ
き
か
括
空1

1

の
協
同
と
謂
ふ
意
味
に
於5

て
民
族
主
義
よ
り
東
亜
協
同
體
へ
と
進
み
得 

る
0 :

而

し

て

民

：；

^
主
義
は
個
人
キ
：靠
に
對
す
る
意
味
に
.於
い
て
全
體
主
義
と
認
め
る
。
全
體
主
義
は
よ
り
高
度
の
全
體
へ
の
融
合
を
生 

命
的
發
展
と
し
て
持
っ
も
の
で
あ
れ
ば
、
東
亜
協
同
體
は
賈
现
.せ
ら
れ
得
る
◊
現
實
的
に
は
日
本
の
支
那
に
對
す
る
態
虔
如
何
が
事
變 

薛
決
の
鍵
と
な
新
秩
序
樹
立
の

.端
®

と
な
る
。
侵
略
者
的
性
格
を
清
算
し
た
指
導
者
と
し
て
の
日
本
が
要
請
さ
れ
る
と
說
く
。
此 

の
見
解
の
難
黯
と
レ
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
全
體
主
義
と
し
て
の
民
族
主
義
が
更
に
大
な
る
全
體
を
意
識
し
て
協
同
體
へ
と
發
展
し 

.得
る
か
否
か
に
.存
す
る
。
現
在
.の
支
那
民
族
主
義
に
對
し
て
、，.斯
か
る
よ
り
大
な
る
全
體
を
考
へ
る
飛
躍
的
進
歩
を
期
待
し
得
る
で
あ 

ら
う
か
。

フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
に
於
レ
て
一
民
族
國
家
內
に
於
け
る
.全
體
主
義
的
協
同
體
の
例
を
見
る
と
き
*
民
族
な
る
全
體
の
殼
を
破
っ 

て
よ
り
大
な
る
全
體
た
る
協
同
體
へ
と
進
む
其
.の
可
能
性
を
尙
廣
間
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

，，

全P

キ
；義
の
立
場
に
あ
る
見
解
に
依
る
と
> 

全
體
主
義
が
民
族
の
.み
を
全
體
と
考
へ
.て
、
民
族
が
そ
れ
に
於
い
て
あ
る
他
界
と
云
ふ 

全
體
を
者
へ
な
い
な
ら
ぱ
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
"
全
體
主
義
は
民
族
主
義
に
，止
ま
る
の
は
正
し
く
な
い
で
あ
ら
う
0
他
探
そ
の
も
の
が 

1

っ
.の
全
體
で
あ
，る
。
個
人
は
民
族
を
通
じ
て
世
界
と
結
か
付
け
ら
れ
る
や
う
に
、
民
族
は
ま
た
個
人
を
通
じ
て
人
類
と
結
び
つ
け
ら 

れ

る

個
..：̂

と
民
族
と
の
相
五
媒
介
は
世
界
が
眞
に
具
體
的
な
全
體
と
し
て
實
現
す
、る
た
め
の
，も
の
，セ
あ
る
。
斯
か
る
.，見
解
は
個
人
か

. 

. 

■ 

■ 

. 

. 

■

. 

.

.

.
 

.

.

-
 

.
■ 

,

,

-
. 

,

. 

• 

. 

- 

■ 

■ 

. 

. 

.

ら
民
族
へ
.、
民
族
.か
ら
協
同
體
へ
の
：發
展
を
.主
張
す
る
.も
.の
で
あ
ふ
が
、
..併
し
そ
れ
は
良
族
の
規
實
的
意
義
を
無
視
す
る
難
點
を
有
す 

る
。
民
族
主
義
か
ら
東
：亞
徹
同
體
へ
の
發
展
の
现
實
的
耍
素
は
存
在
し
て
居
る
が
、
そ
れ
が
世
界
.協
同
體
、
世
界
的
全
體
へ
と
發
展
す 

る
現
實
的
な
基
礎
は
现
在
發
見
さ
れ
な
.レ
程
稀
薄
な
，も
，の
で
あ
ら
う
"
斯
か
る
も
の
は
现
實
的
な
條
件
を
無
視
し
た
理
論
的
遊
戯
と
見 

做
$
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
，

S®

 

■ 

.

.

.

.斯
様
に
民
族
主
義
及
び
其
の
處
理
に
對
す
る
，見
解
は
嵐
，々

と
レ
て
存
在
し
て
居
り
、
.何
れ
も1

長

一

短
を
有
ち
混
池
た
る
狀
熊
で
あ 

る
。
此
の
事
は
其
丈
此
の
間
题
が
複
雑
で
あ
り
、
困
難
な
性
質
を
も
ろ
た
重
要
間
題
で
あ
る
事
を
意
味
し
て
居
る
U
併
し
乍
ら
筆
者 

の
見
解
に
依
れ
ば
、
各
種
の
所
論
は
支
那
民
族4f；

義
が
牛
植
民
地
の
そ
れ
で
あ
る
事
を
輕
視
乃
至
は
無
視
し
て
居
る
如
く
で
あ
る
。
半 

植
民
地
民
族
主
義
は
、
半
撒
民
地
自
體
に
於
け
る
民
族
を
形
成
し
て
封
建
的
社
會
よ
り
脫
却
し
、
更
に
其
の
自
治
獨
立
を
要
求
し
.て
先 

進
詣
國
，に
對
す
み
半
植
民
地
關
係
即
ち
政
治
經
濟
的
譲
屬
關
係
の
打
破
解
消
をE

指
し
て
居
る
。，
此
の
事
は
半
植
民
地
國
の
土
着
資
本
.
 

と
勞
働
者
農
民
の
命
國
主
義
緋
柴
猶
動
と
し
，て
現
は
れ
て
来
る
。
瓶
れ
る
事
態
は
支
那
民
族
主
義
運
動
に
於
レ
て
充
分
認
め
得
る
所
で 

あ
っ
て
見
れ
ば
、
東
！̂
新
跌
序
建
設
：に
於
け
る
民
族
主
義
‘の
解
決
策
ぱ
斯
か
る
‘民
族
主
義
の
當
な
理
解
に
基
い
た
も
の
で
な
く
て
は 

な
ら
な
い
0
,在
來
の
諸
論
は
往
.々
に
.し
て
此
の
半
植
民
地
民
族
主
義
の
耍
求
を
輕
視
乃
至
.は
理
解
せ
す
、
徒
ら
に
大
所
高
所
よ
り
の
見 

解
の
表
明
に
過
ぎ
ざ
る
憾
み
な
し
★

し
な
い
。
問
題
は
よ
り
視
實
的
な
所
’に
存
在
す
る
。
支
那
民
族
主
義
の
形
成
を
，要
望
し
、
其
の
自
治 

獨
立
を
主
張
し
て
、
從
來
の
i

雜
濟
的
規
範
か
ら
悅
却
せ
ん
と
運
動
活
躍
し
て
居
る
事
に
對
し
て
、
現
實
的
な
基
礎
に
立
っ
て
解
剖 

批
刹
し
、.
刺
斷
を
下
し
て
棺
餅
を
與
ぺ
る
必
要
が
あ
る
。
然
ち
ぱ
..、
.支
.那
民
族
主
義
が
主
張
す
る
自
洽
獨
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
上 

述
の
如
く
支
那
民
族
主
義
蓮
動
は
第一

次
世
界
大
戰
後
急
激
に
發
展
わ
示
し
た
と
は
云
へ
、
其
の
主
張
實
現
に
は
未
だ
現
實
的
實
力
が 

充
分
に
培
養
さ
れ
て
届
な
い
事
を
認
め
'得
る
。
即
ち
支
那
經
濟
、
殊
に
‘支
那
民
族
資
本
は
相
當
糖
度
に
發
達
し
て
來
て
居
る
が
、
，依
然 

.
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V'

と
し
て'外
國
資
本
め
勢
力
は
壓
御
的
で
.
#り
♦
ま
那
民
族
資
本
は

之
：：

の
支
配
卞
に
吨
岭
し
て
居
る
と
云
ひ
得
る
。
何
故
な
ら
ば
、
相
當 

糖
度
に
發
達
を
見
た
民
族
資
本
も
、を
の
發
達
過
糖
に
於

5

て
は
總
べ
，て
外
國
資
本
の
息
の
.か
、
ウ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
现
在
其
め
活
動 

も
史
那
自
體
の.半
植
民
地
性
に
も
よ
る.が
、：

ル
國
資
本
と
相
刺
し
な

S

部
門
に
向
け‘ら
れ
て.居
る
狀
態
で
あ
る
。
支
那
自
體
獨
力
を
以 

K.

は
經
濟
開
發
を
到
底
行‘ひ
得
な5.

现
歌
に
於
い
て
、
，其
の
力
を
借
レ
た
い

外
！
：

資
本
は
高
利
貸
的
資
本
で
あ
り
、
商
業
的
摊
取
の
そ 

，れ
で
あ0.

て
見
れ-
ぼ
：：、
，
支
.

那
民
族.主
義
者
の
主
張
は
容
易
に
は
賞
撒
さ
れ
得
な

W
で
.あ
ら
う
。'民
：̂
自
決
主ii

に
依
ウ
て
，形
式
的
に
獨

' 

立
し
た
所
で
，
贊
質
の.伴
は
な.
も
の
で
あ
る

H

上
何
等
の
結
果
も
寶
ら
さ
れ
は
し
な
い
。
斯
く
者
八
て
來
る
と
，
支
那

.民
族
.主
義
ぱ' 

，
某
の
要
求
實
现
の
爲
に
‘

は
現
在
實
力
の
具
傭
さ
れ
て
居
ら
ぬ
も
の
セ
あ
る
と
云
ベ

.よ
う
。
，實
力
が
備
ウ
て
居
ら
ぬ
事
は
無
視
し
て
も
よ 

い
と

.

云
ふ
意
，味
.

に
は
な
ら
な

5

 
0
其
の
主
張
を
未
解
決
の
先
放
置
す
る
時
は
.再
燃
ず
る
性
質
の'も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

新
し
き
東
亜
建
設
の
指
導
的
地
位
に
.立
っ
て
居
る
日
本
は
，支
那
民
族
の
獨
立
を
充
分
に
尊
重
し
、
平
植
民
地
關
係
よ
り
の
解
放
と
支
那 

の
繁
榮
を
齋
ら
す
經
濟
的
開
發
に
努
力
ど
惜
じ
む
も
の

’で
は
な
い
。
此
の
日
本
を
支
那
民
族
主
義
者
は
正
當
に
理
解
す
る
な
ら
ぱ

、
從 

來
日
本
に
對
し
て
緋
斥
、
海
蔑
.、
ま
抗
を
行
，っ
た
民
族
主
義
は

一

變
し
、
支
那
の
解
放
と
紫
榮
を
招
來
し
て
新
東
亜
建
設
の
一
翼
と
な 

る
で
あ
ら
う
。
而
か
も
斯
か
る
理
解
は
支
那
民
族
主
義
に
と
っ

.て
難
し5

も
の
で
は
な
い
害
で
あ
る
。
.此
の
理
解
は
他
の
要
素
の
理
解 

と
相
俟
っ
て
日
本
及

16

支
那
の
民
族
主
義
を
結
合'せ
し
め
互
助
速
環
の
實
を
容
易
に
擧
げ
得
る
セ
あ
ら
う

。
.
.
.

.

V

五

.

數
餅
域
の
社
舍
政
治
經
濟
的
結
合
の
®
成
に
於
'

5

て
は
、
中
植
的
國
家
の
存
在
が
必
然
で
あ
る
。
.其
の
構
成
員
が
植
民
地
求
國
と
植 

民
地
'せ
あ
る
と
獨
立
國
家
で
あ
る
と
*を
間
は
す
、*
各
構
成
員
の
速
薬
を
維
持
す
る
爲
の
中
心
的
な
.要
因
が
存
在
し
な
け
れ
ば
鎮
域
の 

緒
合
は
不
可
能
で
あ
.
.る。
即
ち
指
導
的
ホ
植
國
象
の
存
在
は
必
耍
で
あ
も
.。
.指
導
的
中
植
國
象
と
し
て
は
，
其
の
鎭
域
を
指
導
す
る
丈

r

:
 

■

,

:

t
m
m
m
m
w

S
MS
as
s

の
實
際
的
な
政
治
經
濟
的
勢
力
を
持
.て
居
'ら
ね
ぱ
な
ら
す
、
且
っ
其
の
鎮
域
に
於
、け
る
.指
導
原
理
を
明
擴
に
保
存
し
て
居
ら
ね
ぱ
な
1 

ら
な
，s
o

.
 

,

,

日
滿
支
ニ
®

提
携
に
於
い
て
、
日
本
が
其
め
指
導
的
地
位
に
立
っ
べ
き
事
は
其
の
現
賞
の
政
治
雜
濟
の
實
力
に
依
っ
て
容
具
に
結
論 

し
得
ら
れ
る
。
東
亞
の
諧
領
域
は
西
.歐
諸
國
の
植
民
：地
又
は
半
植
民
地
と
し
て
そ
の
諫
嵐
下
に
置
か
れ
て
居
る
。
東
亜
の
民
族
蓮
動
は 

其

の

織

馬

關

係

の

解

消

を

目

德

，に

進

み

c
'
k

あ
る
現
狀
に
於
て
、
世
界
列
强
の
一
國
た
る
日
本
は
、
東
亜
の
解
放
と
發
展
向
ト
；を
企 

圓
す
る
東
亜
の
新
秩
序
の
：招
來
と
同
時
に
日
本
の
政
治
經
.濟
的
發
展
を
も
併
せ
齋
ら
さ
ん
と
し
て
居
る
の
で
’あ
る
。
由
來
日
本
經
濟
は 

霊
的
發
展
を
遂
げ
る
に
っ
れ
て
.
資
源
的
‘に
は
極
度
に
海
外
に
依
存
し
て
居
セ
、
販
路
的
に
は
其
の
經
濟
的
領
域
の
狭
小
性
が
痛
感 

さ
れ
苦
惱
し
て
.來
た
。
#
界
へ
め
經
濟
的
進
展
を
以
て
經
濟
的
鎮
敏
の
狹
少
性
を
解
決
を
ん
と
す
る
企
圖
は
、
先
進
國
の
不
當
な
反
對 

阻
止
に
遭
過
し
た
0
-更
に
商
品
の
進
出
は
世
界
恐
慌
後「

持
て
る
國
，
に
依
っ
て
採
用
さ
れ
た
プa

ッ
ク
化
政
策
て
f
依
ク
てg

j
l

せ
ら 

た
0
資
に
貧
困
な
日
本
に
'と
っ
て
、
資
源
獲
得
の
代
慎
と
し
て
輸
出
す
る
商
品
が
制
限
乃
至
は
禁
止
せ
ら
れ
る
事
熊
は
'̂
然
的
に
國 

ほ
經
濟
の
縮
小
を
强
制
せ
ら
れ
る
事
を
意
味
す
る
も
の
.で
あ
り
、
到
底
許
容
し
得
な
所
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
&
體
が
抵
抗
を
試
み
っ 

あ
る
此
の
歐
米
資
本
主
義
體
制
は
、
又
東
亞
の
諾
民
族
の
上
に
植
民
地
蘭
係
又
は
半
植
風
地
蘭
係
を
設
立
裁
屬
關
係
を
以
て
君
臨
し 

て
居
る
の
で
あ
：る
。
斯
か
る
束
縛
ょ
り
の
解
放
を
叫
.ふ
東
亜
の
ほ
族
主
義
の
.耍
t

日
本
の
要
求
と
は
殺
に
於5

て
正
に
合
致
し
て
居 

る
。
此
の
合
致
し
た
兩
者
の
.要
求
達
成
の
爲
に
東
苑
新
跌
序
樹
立
の
必
耍
が
强
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
樹
立
の
掠
に
は
謝
領 

域
を
統
合
す
る
指
導
的
中
植
國
家
が
必
要
で
あ
り
、
日
滿
支

，三

國
中
に
於
：

S
'

て
は
政
治
輕
濟
的
實
力
を
も
っ
日
本
が
其
の
地
位
に
就
く 

事
は
义
當.

1

で
あ
る
。
東
亜
の
解
放
と
繁

榮

を
招
來
す
る
所
の
、
.日
本
を
中
框
的
指
導
國
家
と
し
た
三
國
の
政
治
的
統
合
は
、
更

に

其
 

の
，確
保
の
，爲
に
歐
米
勢
力
と
ソ
聯
勢
力
に
對
す
る
防
衞
を
な
さ
ね
ば
な
ら
な
レ
。
歐
米
勢
力
は
謙
嵐
關
係
を
强
制
し
、
ソ
徹
勢
カ
は
：
^
^

'

新

東
i

尊
，理

論

の
t
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族
と
國11̂
の
崩
墙
を
手
段
と
し
た
征
服
を
企
圓
す
る
。

.東
举
に
於
い
て
.

日
滿
支
三
國
共
.に
其
れ
に
對
し
て
防
衞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

此
の
勢
力
に
對
す
る
共
同
防
衛
が
赴
代
的
强
力
な
軍
‘傭
を
有
す
る
日
本
を
中
心
と
し
て
採
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
事
は
論
を
俊
た
な 

5
0
斯
く
し
て
東
亜
解
放
と
繁
榮
の
爲
に
日
滿
支
の
統
合
は
必
然
で
あ
り
、/

其
の
統
合
結
成
に
必
要
な
指
導
的
中
植
國
家
の
任
務
は
、

政
洽
經
濟
的
實
力
を
持
つ
日
本
が
當
然
引
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

：
. 

.

斯
か
る
統
合
結
成
を
い
て
必
要
な
思
想
的
指
導
原
理
は
，
如
何
で
あ
る
か
。
王
道
を
以
て
す
'る
も
の
、
大
i

i

義
を
說
く
も 

の
、
大
東
亞
主
義
を
論
す
.る
も
の
ゾ
恼
同
主
義
を
主
張
す
る
も
の
等
あ
'
る
が
、
其
の
中
斯
論
の
摄
頭
と
共
に
之
と
結
合
し
て
、
或
は
平 

行
し
て
說
か
れ
て
居
る
有
力
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
協
同
主
義
に
就5

て
檢
討
し
て
見
よ
う
。 

，

協
同
主
義
は
協
同
と
云
ふ
要
素
を
舍
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
只
單
に
そ
れ
丈
で
は
な
い
。
個
人
主
義
と
全
體
主
義
の
雨
者
を
綜
合
的
に 

揚
齋
艇
刺
す
る
原
理
と
し
て
登
場
し
て
居
る
。
驚

、

個
人
、

S

を
票
し
よ
う
と
す
る
と
共
に
全
體
主
義
に
對」

て
批
制
的
な 

立
場
に
立
つ
て
居
'る
0

三
木
淸
氏
に
依
れ
ば
新
し
い
思
惟
は
原
子
論
的
思
惟
に
反
對
し
て
、全
體
觀
的
田
#
惟
に
移
行
す
る
。
而
し
て
全
醋 

に
對
し
て
閑
却
さ
れ
易
い
合
理
性
を
生
か
さ
う
と
す
る
。
業

の

全

1

S

は
其
の
，合
理
性
を
近
代
の
營
利
的
合
理
主
義
と
同
視
す
る 

事
に
依
つ
て
桃
斥
し
よ
う
と
し
て
居
る
に
對
.し
て
、
合
理
生
義
を
生
か
し
た
新
全
體
主
義
を
說
く
。「

全
體
主
義
の
正
し
い
發
展
に
と
ウ 

て
要
求
さ
れ
る
全
體
は
閉
鎖
的
で
あ
る
と
同
時
に
解
放
的
で
あ
る
や
う
な
全
體
で
あ
り
、5

は
に
：ダ
ゼ
ル
、ン
ャ
フ
ト
と
ダ
マ
ィ
ン
シ
ャ 

ブ
ト
の
抑
證
法
的
統
一
と
し
て
者
へ
ら
れ
る
も
の
.で
あ
る
し
と
す
る
.
0其
敌
に
奮
い「

全
體
主
義
が
氏
族
の
み
を
全
體
と
者
へ
て
、
臾
族 

が
そ
れ
に
お
い
て
あ
る
世
界
と
云
ふ全

！！

を
者
へ
な5

」

の
に
對
し
て
、
新
し
レ
全
體
主
義
は
解
放
的
世
界
的
で
あ
る
事
が
耍
ま
さ
れ 

る

。

而

し

て

‘
解

放
的
世
界
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
L
と
し
、
新
全
體
主
義
の
合
理
性
を
世
界
性 

と
同V

意
に
と
る
や
う
で
.め
る
。

信

r

氏
も
大
體
同」

の
た
場
を
と
つ
て
協
同
主
義
を
主
張
し
て
居
る
。
個
人
か
ら
出
發
し
て
&

.

體
グ
劍
達
し
得
な
レ
も
の
と
し
ズ
、
個
人
主
義
を
否
定
し
"
，在
來
の
全
體
主
義
の
制
眼
を
桃
除
レ
た
新
原

理

，脇
同
主
義
を
创
り
出
さ
う 

と
云
ふ
の
で
あ
る
‘"
在
來
の
全
體
主
義
.は
そ
の
全
體
を
族
と
し
、
其
れ
以
上
に
存
在
す
る
全
體
を
忘
却
し
て
居
る
。
其
故
に
全
腊
主 

義
は
全
體(

ほ
族)

と
部
分(

階
級
、
個
人)

と
の
關
係
に
普
遍
的
な
意
義
を
與
へ
る
事
は
出
來
な
か
っ
た
。

族
を
越
え
た
全
體
、
代
族
以 

下
の
全I

i

や
個
人
が
命
り
高
く
評
慣
さ
れ
な
い
の
も
此
の
，爲
で
、
其
故
に
總
ベ
て
の
全
體
に
適
合
す
る
全
と
個
の
原
理
協
同
主
義
を
誘 

導
し
て
來
る
。
而
し
，て
氏
の
說
く
全
體
は
限
定
的
叉
は
圓
定
の
.も
の
で
な
く
、
無
數
の
發
展
段
階
が
，あ
り
、
從
ウ
て
常
.に
相
對
的
でi

九 

極
的
な
全
體
は
存
在
し
な
い
。「

部
分
の
自
己
否
定
に
..ょ
っ
'て
賞
現
さ
れ
た
全
體
は
直
ち
に
部
分
と
な
り
、
そ
の
部
分
が
又
自
己
否
定
を 

行
て
新
な
全
體
を
産
む

.も
の
で」

あ
っ
て
、
究
極
的
な
全
體
は
银
在
し
な
い
と
見
る
の
.で
あ
る
。

新
し
い
全
體
主
義
は
個
人
主
義
を
挑
斥
し
ヤ
ら
も
、
個
人
の
自
發
牲
を
必
耍
か
も
.の
と
認
め
て
居
る
o
’我

々

が

全

體

、
王

義

に

關

し

て 

最
も
恐
れ
.る
と
と
ろ
は
そ
れ
が
個
人
の
自
發
性
を
殺
さ
な
い
か
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
览
同
主
義
を
前
面
に
出
す
の
は
最
も
根
本
的
に

.

.

.

.

.

 

.

- 

. 

• 

S

は
此
の
軸
に
些
か
の
遺
憾
も
な
か
ら
し
め
ん
が
爲
で
あ
る」

と
述
べ
て
居
る
の
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。「

全
體
の
名
の
も
と
に
個
人 

が
自
、己
の
责
任
を
岡
避
レ
た
り
抛
棄
し
た
り
す
る
や
う
な
，と
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
レ」

0「

全
體
主
義
と
レ
つ
て
も
、
個
人
の
貴
任
が 

な
く
な
る
と
と
で
あ
.く
、
却
っ
て
個
人
の
責
任
が
擴
大
さ
れ
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
が
ら
ぬ」

と
し
て
、
.在
來
の
全
體
主
義
へ
の
批
刹
反 

省
を
行
っ
て
居
る
0 

' 

.

斯
様
な
原
理
を
も
っ
協
同
主
義
は
娘
し
て
指
導
原
理
と
し
て
の
大
任
を
巢
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。先
づ
原
理
的
構
造
を
見
る
と
- 

.全
體
と
個
人
、全
體
主
義
と
個
人
主
義
"ゲ
マ
ィ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ダ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
兩
者
の
い
づ
れ
に
も
偏
す
る
事
な
く
、
ホ
間
的
立 

場
に
立
っ
が
、
其
の
適
切
な
位
置
を
明
確
に
し
て
居
ら
な
い
。
全
と
個
の
中
に
あ
っ
て
臨
機
應
變
的
直
觀
に
依
っ
て
全
と
個
の
兩
刀 

を
使
ひ
分
け
る
事
は
凡
人
で
は
到
底
行
ひ
得
な
い
仕
業
で
は
な
レ
で
あ
ら
う
か
。
兩
者
に
不
斷
の
顧
慮
を
拂
ふ
に
適
當
な
位
置
が
明
示 

•
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さ
れ
な5
な
ら
ぱ
、
全
て
は
そ
の
去
就
に
混
惑
す
る
の
み
で
あ
る
0 

.

更
に
此
の
理
論
が
個
人
か
ら
班
族
へ
、
'民
族
か
ら
東
亞
協
同
體
へ
、
東
亜
協
同
體
か
ら
世
界
協
同
體
へ
の
發
展
を
說5

て
居
る
駆
に 

於
レ
て
、
现
實
と
遊
離
し
た
抽
象
的
な
思
惟
に
.陷
入
っ
て
居
る
0
.現
實
を
正
當
に
觀
察
す
る
な
ら
ば
、
民
族
の
全
體
的
な
强
さ
は
賞
在
. 

で
あ
り
、
看
過
し
得
な
，い
に
拘
ら
す
、
，
.之
れ
を
全
體
と
し
て
の
世
界
協
同
體
や
階
級
等
も
同
等
に
取
极
っ
て
居
る
事
は
、
现
K

を
超
趣 

‘し
た
形
而
上
學
的
立
場
で
あ
っ
て
、
現
實
的
な
科
學
的
原
理
た
る
資
格
を
有
せ
す
、
東
亜
新
秩
序
の
要
求
を
充
し
得
な5

。

更
に
世
界 

協
同
體
の
如
き
全
體
は
、
現
段
階
に
於
い
て
はi

め
て
結
合
性
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
も
の
を
全
體
な
る
が
故
に
ほ
'族
の
如 

き5:̂

廣
的
な
實
在
と
同J

視
す
る
事
は
當
を
得
て
居
ら
な
s

o
要
す
る
に
協
同
主
義
ゆ
現
在
の
所
現
置
と
遊
離
し
た
艇
越
的
理
論
で
あ 

っ
て
、
斯
の
抽
炎
的
思
惟
を
以
て
は
現
®

の
事
態
を
指
導
し
得
る
力
を
持
た
な
い
も
の
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
。

,

- 

.

.
，

■

，

■

い

世
界
恐
慌
後
明
確
な
姿
熊
を
以
て
國
際
經
濟
に
登
場
し
た
プ
ロ
ッ
ク
經
濟
の
奔S

I

は
國
際
協
調
、
國
際
分
業
の
概
念
を
解
消
せ
し
め
、 

世
界
を
戰
爭
.へ
の
滿
壶
の
中
へ
押
し
流
し
た
。
S

プ
ロ
ぶ
經
濟
政
策
の
强
襲
に
囑
さ
れ
た
日
本
が
、
滿
洲
事
變
を
契
機
と
し
て
日 

滿
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
論
を
輩
出
レ
た
事
は
必
然
な
事
で
あ
っ
た
0
,更
に
日
滿
經
濟
プ
ロ
ッ
ク
論
は
現
實
は
日
滿
經®

の
要
請
か
ら
日
滿
支 

經
濟
プ
口
ッ
ク
論
へ
と
理
論
的
發
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
が
、
.偶
タ
發
生
し
た
支
那
事
變
は
一
層
そ
れ
を
现
實
的
な
も
の
と
し
て
取
扱 

は
し
め
、
现
實
的
な
檢
时
は
之
に
代
る
べ
き
新
策
亜
指
導
理
論
の
摄
頭
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

東
："：S

盟
論
と
云
ひ
、S

綜
合
體
論
と1

K

ひ
.或
は
協
同
體
論
と
云
ふ
多
く
の
所
說
は
總
ベ
て
東
亜
の
解
放
と
繁
榮
を
齋
ら
す
新
東 

亜
建
設
の
理
論
で
あ
る
。，
新
東
亞
の
建
設
は
日
本
の
獨
カ
の
み
に
依
.っ
て
樹
立
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
政
治
經
濟
的
實
力
を
有
す 

る
日
本
が
指
導
的
地
位
に
立
つ
て
束
亜
を
統
合
し
、
詣
ほ
族
の
協
力
を
得
て
と
そ
完
象
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
.。
其
故
に
東
躯
諾
段
族
の

.

1
と
そ
此
の
建
設
の
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
其
の
結
成
に
於
レ
て
i

な
る
因
子
.の
日
本
と
支
那
が
東
匪
の
新
获
序
樹
立 

の
陣
庸
と
は
5

、

干
，戈
を
交
へ
る
悲
劇
的
相
刺
の
事
態
を

i

に
し
て
、
其
の
統
合
提
携
は
•可
能
で
あ
る
か
9 

に
I

る
夏

I

件

と

置

®
社
I

s

的
條
件
と
s

f

l

と
す
る
。
而
し
て
地
域
£

i

-

l

s

源
の
如
き
：自
然 

的
條
件
ょ
り
は
、
.藤
史
的
社
會
的
經
濟
條
件
が
其
の
結
成
に
於
レ
て
重
i

子
と
な
る
。
即
ち
自
然
的
條
伴
の
重
要
性
は
i

的
社
含 

的
條
件
に
依
？

決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
I

t

.
で
t
o
 

'
日
本
は
豐
.富
な
生
f

を
持
ち
乍
ら
、「

時
て
る
國」

の
資
源
蜀
占
に
依 

っ
て
資
源
入
手
を
阻
止
ら
れ
、
優
秀
性
と

i

性
を
も
っ
た
部
品
は
、「

輸
入
禁
止
.I

的
霞
障
壁
に
依
っ
て
世
播
市
湯
ょ
り
閉

め

H

 

さ
れ
る
が
如
I

容
し
f

 

i

i

着
し
て
I

。
I

.は
l

l

i

s

f

に
$

て
、
1
|

|

|

を
開
發
し
て 

雜
f

繁
榮
延
ひ
て
ほ
：半
植
民
地
關
係
の
打
破
解
消
を
意
欲
し
T

も
- 

'
政
治
經
濟
的
實
力
の
微
弱
の
爲
に
、
未
だ
苦
岭
し
て
f

旧 

狀
で
t

。
斯
く
見
れ
ぱ
、
資
f

 

I

I
求
す
る
日
本
と
i

的
i

に
依
I

f

 s

f

f 

I
那

と

i

合

の

條

件

 ̂

具
傭
し
て
f

。
更
に
日
I

世
界
史
i

件
を
I

す
れ
•は 

一
I

f

も
の
た
ら
し
め
ら
れ
る
。
歐
i

本
主
f
 iT

i  

赂
に
於
い
て
、
日
本
は
獨
ヵ
S

 J

s

f
 

I

れ
、
令
日
列
强Q

i

と
し
て
隆
f

見
て
|

る
も
r

、
現
下
の
歐
米
資
本 

主
義
の
現
狀
維
持
的
、
守
衞
的
、
獨
善
的
な
秩
序
體
制
と
、
民
族
と
國
家
の
階
級
的
分
裂
を
手
段
と
し
て
®
服
を
會
す
る
國

際

共

産

 

主
義
のii-

序
と
：̂
'

後
進
國
日
本e

發
展
の
障
害
で
あ
る
。
支
那
に
と
？

は
‘
歐
米
資
本
主
義
體
制
は
其
の
半
植
民
地
關
係
を
蓮
命 

付
け
た
もQ

P

I

.

階
級
的
分
裂
に
俠
る
征
服
を
會
す
る
國
際
共
產
主
義
と
共
に•

.其
の
I

獨
立
を
妨
害
し
て
居
る
も
の
で
あ 

る
。
斯
く
觀
る
と
日
支
の
統
合
は
理
論
的
に
極
あ
て
自
然
的
で
I

。
現
實
は
此
め
理
論
と
反
し
て
結
合
へ
.の
幾
多
の
，障
害
を
存
在
せ 

し
め
て
居
る
。
理
論
の
實
踐
化
が
か
な
り
複
雑
な
困
難
な
問
題
で
t

事
は
現
今
の
事
變
そ
の
も
の
が
霞
し
i

る
が
、
其
の
事
養 

上
の
障
碍
困
難
に
依
っ
て
其
の
理
論
の
正
否
は
決
定
せ
ら
れ
る
も

の

：.
で

は

な

レ
。
■ 

.

:
新
東

i

i

f

: 

‘ 
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i

，
へ

i
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.

，'然
し
現
在
迄
表
明
さ
れ
た
新
東
亜
.の
指
導
理
論
：は
.
，
未

完

成

の

理

論

せ

あ

レ

令

後

の

f

層
の
研
究
に
依
つ
ズ
進
展
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
生 

長
の
過
程
に
あ
る
。
日
支
相
刺
の
輝
し
悲
劇
を
前
わ
、
.感
情
に
走
ら
す
、
抽
象
的
思
惟
に
.墮
せ
す
、
規
實
と
有
機
的
關
聯
に
於5>

て 

冷
靜
な
劍
斷
を
‘
光
輝
あ
る
理
論
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
な5

。

社

r.

の
新
レ
き
胎
動
期
に
當
っV

X

は
歴
史
の
新
軌
道
の
動
向
を
過 

誤
，な
く
把
握
せ
ん
と
努
力
し
、
其
の
本
源
的
姿
態
へ
の
娥
烈
な
る
憧
懷
に
導
か
れ
て
、現
實
を1

層
ょ
き
現
實
へ
と
押
し
進
め
る
で
あ
ら 

ぅ
。
新
東
亞
の
指
導
理
論
も
斯
か
る
意
味
に
於
い
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
り
、
极
制
と
檢
討
の
試
鎌
.に
*
*
^
糖

さ

れ

て

大

な

る

完

成

へ

と 

不
機
不
屈
の
.前
進
を
續
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
.s
o 

- 
'

f
 

V
.

m

滞

.
費

性

，
向

▼

乘
：數

理

：論

千

種

人

ケー—

r-’，'

1
"

消

费

性

向

'の
基
本
形
態

 

:

ニ
、
維
数
の
理
論 

' 

:

三
、
雜
數
理
論
の
詣
前
提
'

四
、
雜
數
理
論
の
静
態
的
性
格
‘ 

,

-
•

.
五
、
乘
数
理
論
と
政
策

序 

'
.

從
來
の
多
く
の
消
費
論
は
、
主
と
し
て
人
間
の
直
接
的
消
費
行
爲
を
對
象
と
レ
ち
.然
し
と
の
や
ぅ
な
消
費
論
が
果
し
て
經
濟
學
の 

顿
域
に
風
す
る
か
ど
ぅ
か
は
：
腿
々
問
題
に
さ
れ
.て
來
た
.の
で
あ
る
。
.蓋
し
輕
濟
學
は
、
.財
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
人
間
の
行
爲
，、
換
言 

す
れ
ば
，消
費
に
先
立
っ
先
行
的
準
傭
行
爲
を
對
象
と
す
る
も
の
で
，あ
っ
て
、
直
接
に
財
.ゲ
'消
費
す
る
行
爲
そ
め
も
の
を
對
象
と
し
な5

 

か
ら
で
あ
る
。
と
の
先
行
的
準
備
行
爲
が
現
在
、
組
綠
的
‘に
な
さ
れ
る
過
程
は
、
所
謂
就
會
的
再
生
.産
過
程
で
あ
る
が
、
財
を
消
費
す 

る
行
爲
そ
の
も
の
は
こ
の
過
糖
と
直
接
，に
は
★
の
關
係
も
，な
い
か
ら
、

そ
れ
は
經
濟
學
の
對
象
外
に
お
り
、
寧
ろ
.心
理
學
及
び
生
理
學 

の
分
野
に
愿
す
る
も
の
だ
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
？
從
ク
て
消
費
行
爲
の
觀
察
.に
ょ
っ
て
得
ら
れ
た
效
用
遞
減
法
則
の
.如
き
も
V

純 

附
截
性
向W

乘
数
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